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(57)【要約】
　輝度向上フィルムのために特に有用な重合性組成物。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のエチレン性不飽和モノマーを含み、有機相が４５０ｇ／モルより大きい数平
均分子量を有するオリゴマーモノマーを含有しない有機成分と、
少なくとも１０重量％の無機ナノ粒子と、
を含む実質的に溶剤を含有しない重合性組成物の反応生成物を含む輝度向上重合構造体を
含む、輝度向上フィルム。
【請求項２】
　前記重合性組成物が少なくとも１．４７の屈折率を有する、請求項１に記載の輝度向上
フィルム。
【請求項３】
　前記有機成分が１８０°Ｆにおいて１０００ｃｐｓより小さい粘度を有する、請求項１
に記載の輝度向上フィルム。
【請求項４】
　前記重合性組成物が光開始剤を含む、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項５】
　前記重合性組成物が紫外線によって硬化される、請求項４に記載の輝度向上フィルム。
【請求項６】
　前記有機成分が、少なくとも１．４７の屈折率を有する少なくとも１つのモノマーを含
む、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項７】
　前記有機成分が、フェノキシエチルアクリレート、フェニルチオエチルアクリレート、
２－ナフチルチオエチルアクリレート、１－ナフチルチオエチルアクリレート、２，４，
６－トリブロモフェノキシエチルアクリレート、２，４－ジブロモフェノキシエチルアク
リレート、２－ブロモフェノキシエチルアクリレート、１－ナフチルオキシエチルアクリ
レート、２－ナフチルオキシエチルアクリレート、フェノキシ２－メチルエチルアクリレ
ート、フェノキシエトキシエチルアクリレート、３－フェノキシ－２－ヒドロキシプロピ
ルアクリレート、２－フェニルフェノキシエチルアクリレート、４－フェニルフェノキシ
エチルアクリレート、２，４－ジブロモ－６－ｓｅｃ－ブチルフェニルアクリレート、２
，４－ジブロモ－６－イソプロピルフェニルアクリレート、ベンジルアクリレート、フェ
ニルアクリレート、２，４，６－トリブロモフェニルアクリレート、およびそれらの混合
物からなる群から選択されたモノマーを含む、請求項６に記載の輝度向上フィルム。
【請求項８】
　前記有機成分が、１．５０より小さい屈折率を有する第２のモノマーと組み合わせた少
なくとも１．５０の屈折率を有する少なくとも１つのモノマーを含む、請求項１に記載の
輝度向上フィルム。
【請求項９】
　前記第２のモノマーが１．４７より小さい屈折率を有する、請求項８に記載の輝度向上
フィルム。
【請求項１０】
　前記有機成分の少なくとも１つのモノマーが少なくとも２個のエチレン性不飽和基を有
する、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１１】
　前記モノマーが、ヘキサンジオールジアクリレート、ペンタエリトリトールトリ（メタ
）アクリレート、ペンタエリトリトールテトラ（メタ）アクリレート、トリメチロールプ
ロパントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリトリトールペンタ（メタ）アクリレート
、ジペンタエリトリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパンエトキ
シレートトリ（メタ）アクリレート、グリセリルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリ
トリトールプロポキシレートトリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテト
ラ（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される、請求項１０に記載の輝
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度向上フィルム。
【請求項１２】
　前記重合構造体が、第１の表面に沿って延在する複数のうねを有する、請求項１に記載
の輝度向上フィルム。
【請求項１３】
　前記うねが、４～１５マイクロメートルの範囲の半径を有する丸みを帯びた頂端を有す
る、請求項１２に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１４】
　前記無機ナノ粒子が、１ｎｍ～１００ｎｍから選択された範囲の一次粒度を有する、請
求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１５】
　前記無機ナノ粒子が、前記重合構造体の１０重量％～６０重量％を占める、請求項１に
記載の輝度向上フィルム。
【請求項１６】
　前記ナノ粒子がシリカ、ジルコニア、チタニア、酸化アンチモン、アルミナ、酸化スズ
、それらの混合金属酸化物、またはそれらの混合物から選択される、請求項１に記載の輝
度向上フィルム。
【請求項１７】
　前記ナノ粒子が前記有機成分と重合可能であるように前記ナノ粒子が表面改質される、
請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１８】
　基層が偏光層である、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項１９】
　基層が反射偏光層である、請求項１８に記載の輝度向上フィルム。
【請求項２０】
　１８０°Ｆにおいて１０００ｃｐｓより小さい粘度を有する有機成分と、少なくとも１
０重量％の無機ナノ粒子とを含む実質的に溶剤を含有しない重合性組成物の反応生成物を
含む輝度向上重合構造体を含み、前記有機成分が、４５０ｇ／モルより大きい数平均分子
量を有するエチレン性不飽和モノマーを約１０重量％以下の量で含む、輝度向上フィルム
。
【請求項２１】
　（ａ）発光表面を有する照明用デバイスと、
　（ｂ）前記発光表面に略平行に配置された請求項１に記載の輝度向上フィルムとを含む
デバイス。
【請求項２２】
　前記照明用デバイスが、バックライト式ディスプレイデバイスまたは液晶ディスプレイ
デバイスである、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　ハンドヘルドデバイス、コンピュータディスプレイおよびテレビから選択される、請求
項２１に記載のデバイス。
【請求項２４】
　フィルムが転向フィルムであり、前記重合性組成物の前記屈折率が少なくとも１．４４
である、請求項１に記載の輝度向上フィルム。
【請求項２５】
　０．５～１０マイクロメートルの範囲の半径を有する丸みを帯びた頂端を有する、請求
項２４に記載の輝度向上フィルム。
【請求項２６】
　（ａ）発光表面を有する光ガイドを有する照明源と、
　（ｂ）前記光ガイドに略平行に配置された請求項２５に記載の転向フィルムであって、
該転向フィルムが、第１の表面と、第２の表面と、前記第１の表面上に形成されたプリズ
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ムの配列とを有し、前記光ガイドの前記発光表面を出る光線が、プリズムの前記配列にぶ
つかり、プリズムの前記配列によって反射および屈折され、前記光線が前記第２の表面経
由でおよび所望の角度方向にほぼ沿って前記転向フィルムを出るように前記発光表面に対
して配置された前記第１の表面を有するように配置された転向フィルムと、を含む照明デ
バイスであって、
プリズムの前記配列が、第１のプリズム構成を各々有する第１の複数のプリズムと、前記
第１のプリズム構成とは異なった、第２のプリズム構成を各々有する第２の複数のプリズ
ムとを備え、前記第１のプリズム構成および前記第２のプリズム構成は、前記第２の表面
を出る光線が前記光ガイドに入る光線の実質的に均一なサンプリングに相当するようにな
っている、照明デバイス。
【請求項２７】
　１つ以上のエチレン性不飽和モノマーを含む有機成分を含む実質的に溶剤を含有しない
重合性組成物の反応生成物を含む輝度向上重合構造体を含む、輝度向上フィルムであって
、有機相が、４５０ｇ／モルより大きい数平均分子量を有するオリゴマーモノマーを含有
せず、前記重合性組成物が、少なくとも２個のエチレン性不飽和基を含む少なくとも１つ
の成分を含む、輝度向上フィルム。
【請求項２８】
　１つ以上のエチレン性不飽和モノマーを含む有機成分と任意に無機ナノ粒子とを含む実
質的に溶剤を含有しない重合性組成物の反応生成物を含む微細構造化物品であって、前記
有機成分が、４５０ｇ／モルより大きい数平均分子量を有するオリゴマーモノマーを含有
せず、前記重合性組成物が、少なくとも２個の（メタ）アクリレート基を含む少なくとも
１つの成分を含む、微細構造化物品。
【請求項２９】
　再帰反射性である、請求項２８に記載の微細構造化物品。
【請求項３０】
　プラズマディスプレイパネルのためのバリアリブを製造するために適した可撓性成形型
である、請求項２８に記載の微細構造化物品。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　米国特許第５，１７５，０３０明細書および米国特許第５，１８３，５９７号明細書に
記載されるような特定の微細複製光学製品は、一般的に「輝度向上フィルム（ｂｒｉｇｈ
ｔｎｅｓｓ　ｅｎｈａｎｃｉｎｇ　ｆｉｌｍ）」と呼ばれている。エレクトロルミネセン
トパネル、ラップトップコンピューターディスプレイ、ワープロ、デスクトップモニター
、テレビ、ビデオカメラ、ならびに自動車用および航空機用ディスプレイにおいて使用さ
れるものを含めた液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）などのバックライト式フラットパネルディ
スプレイの輝度を増加させるために、輝度向上フィルムは多くの電子製品において利用さ
れる。
【０００２】
　輝度向上フィルムは、生じた輝度ゲイン（すなわち「ゲイン」）に関連のある輝度向上
フィルムの屈折率を含めた特定の光学特性および物理特性を望ましく示す。輝度の改善に
よって、より少ない電力を使用してディスプレイを照明し、それによって電力消費を低減
し、その部品における熱負荷を低下し、そして製品寿命を延長することによって、電子製
品をより効率的な操作することが可能となる。
【０００３】
　例えば米国特許第５，９０８，８７４号明細書、米国特許第５，９３２，６２６明細書
、米国特許第６，１０７，３６４明細書、米国特許第６，２８０，０６３明細書、米国特
許第６，３５５，７５４明細書、ならびにＥＰ１０１４１１３明細書および国際公開第０
３／０７６５２８号パンフレットに記載されるように、硬化または重合される高屈折率モ
ノマーから輝度向上フィルムは製造される。
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【０００４】
　輝度向上フィルムの製造のために適切である様々な重合性組成物が既知であるが、代替
組成物において工業的利点が見出される。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ここに、有機成分と任意に無機成分とを含む実質的に溶剤を含有しない重合性組成物の
反応生成物を含む輝度向上重合構造体を含む、輝度向上フィルムが記載される。
【０００６】
　１つの実施形態において、有機成分は、１つ以上のモノマーを含み、且つ４５０ｇ／モ
ルより大きい分子量（Ｍｎ）を有するオリゴマーエチレン性不飽和モノマーを一切含有し
ない。有機成分は好ましくは、１８０°Ｆにおいて１０００ｃｐｓより小さい粘度を有す
る。
【０００７】
　別の実施形態において、輝度向上フィルムが、１８０°Ｆにおいて１０００ｃｐｓより
小さい粘度を有する有機成分と、少なくとも１０重量％の無機ナノ粒子とを含む実質的に
溶剤を含有しない重合性組成物の反応生成物を含む輝度向上重合構造体を含む。有機成分
は、４５０ｇ／モルより大きい数平均分子量を有するエチレン性不飽和モノマーを約１０
重量％以下の量で含む。さらに有機成分は、４５０ｇ／モル以下の数平均分子量を有する
エチレン性不飽和モノマーを約９０重量％以下の量で含む。
【０００８】
　重合性組成物は、少なくとも２個のエチレン性不飽和基を含む少なくとも１つの成分を
含む。有機成分が重合性組成物の全体である実施形態について、モノマーの少なくとも１
つは、少なくとも２個のエチレン性不飽和基を含む。しかしながら、有機成分が表面改質
ナノ粒子と組み合わせられる実施形態について、ナノ粒子は、有機成分のモノマーが一官
能性であるために十分な官能価を有してもよい。
【０００９】
　好ましい実施形態において、重合性組成物は、有機成分と、少なくとも１０重量％の無
機ナノ粒子とを含む。
【００１０】
　本発明は、添付した図面と共に本発明の様々な実施形態の以下の詳細な説明を考慮して
、より完全に理解することができる。
【００１１】
　本発明は様々な改良および別の形態が可能であるが、その詳細は図面において例示され
、詳細に記載される。しかしながら、本発明は、記載された特定の実施形態に本発明を限
定するものではないことは、理解されるはずである。反対に、本発明は、本発明の精神お
よび範囲内にある全ての改良、等価物、および代替物に及ぶものとする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　輝度向上フィルムは一般に、照明用デバイスの軸方向の輝き（本明細書において「輝度
」と称される）を向上させる。輝度向上フィルムは、光透過性微細構造化フィルムであっ
てもよい。微細構造化トポグラフィーは、フィルムを用いて反射および屈折によって光を
方向変換するためのフィルム表面上の複数のプリズムであってもよい。プリズムの高さは
典型的に、約１～７５ミクロンの範囲である。ラップトップコンピュータ、腕時計等に見
られるような光ディスプレイにおいて使用されるとき、微細構造化光学フィルムは、光デ
ィスプレイを通して延びている垂直軸から所望の角度において配置された一対の平面内に
ディスプレイから出る光を限定することによって、光ディスプレイの輝度を増加させるこ
とができる。結果として、許容範囲外にディスプレイを出る光は、それの一部が「再循環
され」うる場合、反射されてディスプレイに戻され、それがディスプレイから出ることを
可能にする角度において微細構造化フィルムに戻される。再循環は、所望のレベルの輝度
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を有するディスプレイを提供するために必要とされる電力消費を低減することができるの
で、有用である。
【００１３】
　ルー（Ｌｕ）およびルーらに記載されているように、微細構造を有する物品（例えば輝
度向上フィルム）は、（ａ）重合性組成物（すなわち本発明の重合性組成物）を調製する
工程と、（ｂ）前記重合性組成物をマスターのキャビティを充填するためにちょうどの量
でマスター雌型微細構造化成形面上に堆積する工程と、（ｃ）少なくとも一方が可撓性で
ある、予備成形されたベースとマスターとの間に重合性組成物のビードを移動させること
によってキャビティを充填する工程と、（ｄ）前記組成物を硬化する工程とを有する方法
によって作製することができる。マスターは、ニッケル、ニッケルめっき銅または黄銅な
どの金属であってもよく、または重合条件下で安定であり、かつ重合された材料をマスタ
ーからきれいに除去することを可能にする表面エネルギーを好ましくは有する熱可塑性材
料であってもよい。ベースフィルムの表面の１つ以上を任意にプライマー処理するかある
いは他の方法で処理してベースに対する光学層の接着力を促進することができる。
【００１４】
　輝度向上または他の微細構造化物品は、複数の（例えば表面改質コロイド）ナノ粒子を
任意に含む有機成分の反応生成物を含む重合構造体を含む。重合構造体は、基層および光
学層から構成された光学要素または光学製品であってもよい。基層および光学層は、同一
または異なったポリマー材料から形成されてもよい。
【００１５】
　本明細書中で用いられるとき「重合性組成物」は、少なくとも１つの重合性モノマーと
任意の無機ナノ粒子とを含む、有機成分を含めた全組成物を指す。「有機成分」は、無機
ナノ粒子を除いて組成物の成分の全てを指す。重合性組成物が無機ナノ粒子を含有しない
実施形態については、有機成分と重合性組成物とは同じものである。前記組成物は、前に
記載されたように、ルーおよびルーらにおいて記載されている微細構造化物品を形成する
方法に特に適している。
【００１６】
　有機成分ならびに重合性組成物は好ましくは実質的に溶剤を含有しない。「実質的に溶
剤を含有しない」は、（例えば有機）溶剤５重量％、４重量％、３重量％、２重量％、１
重量％および０．５重量％未満の重合性組成物を指す。溶剤の濃度をガスクロマトグラフ
ィーなどの公知の方法によって定量することができる。０．５重量％未満の溶剤の濃度が
好ましい。
【００１７】
　有機成分の成分は好ましくは、有機成分が低い粘度を有するように選択される。典型的
に有機成分の粘度は、以前に使用された組成物の有機成分より実質的に低い。有機成分の
粘度は１０００ｃｐｓより小さく、典型的に９００ｃｐｓより小さい。有機成分の粘度は
、コーティング温度において８００ｃｐｓより小さく、４５０ｃｐｓより小さく、６００
ｃｐｓより小さく、または５００ｃｐｓより小さくてもよい。本明細書中で用いられると
き、粘度は、動的応力レオメーター（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｔｒｅｓｓ　Ｒｈｅｏｍｅｔｅ
ｒ）を用いて２５ｍｍの平行なプレートで（１０００ｓｅｃ－１までの剪断速度において
）測定される。さらに、有機成分の粘度は典型的に、コーティング温度において少なくと
も１０ｃｐｓ、より典型的に少なくとも５０ｃｐｓ、さらにより典型的に少なくとも１０
０ｃｐｓ、最も典型的少なくとも２００ｃｐｓである。
【００１８】
　コーティング温度は典型的に、周囲温度（すなわち２５℃）～１８０°Ｆ（８２℃）の
範囲である。コーティング温度は、１７０°Ｆ（７７℃）未満、１６０°Ｆ（７１℃）未
満、１５０°Ｆ（６６℃）未満、１４０°Ｆ（６０℃）未満、１３０°Ｆ（５４℃）未満
、または１２０°Ｆ（４９℃）未満であってもよい。重合性組成物の融点がコーティング
温度より低いことを条件として、有機成分は固体であってもよく、または固体成分を含ん
でもよい。有機成分は、周囲温度において液体でありうる。
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【００１９】
　有機成分ならびに重合性組成物は、たいていの製品用途について、少なくとも１．４７
の屈折率を有するが、転向フィルム（ｔｕｒｎｉｎｇ　ｆｉｌｍ）の重合性樹脂組成物は
最低１．４４の屈折率を有してもよい。有機成分または重合性組成物の屈折率は、少なく
とも１．４８、１．４９、１．５０、１．５１、１．５２、１．５３、１．５４、１．５
５、１．５６、１．５７、１．５８、１．５９、または１．６０であってもよい。ナノ粒
子を含有する重合性組成物は、最高１．７０の屈折率を有することができる。（例えば少
なくとも１．６１、１．６２、１．６３、１６４、１．６５、１．６６、１．６７、１．
６８、または１．６９）また、可視光線スペクトルにおいて高い透過率が典型的に好まし
い。
【００２０】
　重合性組成物は、７５ミクロンの厚さを有する輝度向上フィルムなどについて、好まし
くは５分未満の時間尺度においてエネルギー硬化性である。重合性組成物は好ましくは、
典型的に４５℃より高いガラス転移温度を提供するように十分に架橋される。ガラス転移
温度は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）、変調ＤＳＣ、または動的機械分析などの本技術分
野に公知の方法によって測定することができる。重合性組成物は通常のフリーラジカル重
合方法によって重合されてもよい。
【００２１】
　単独でまたは互いに組み合わせて様々な種類および量のモノマーを使用して、記載され
た粘度および／または屈折率の基準を満たす組成物を提供することができる。
【００２２】
　１つの実施形態において、有機成分が１つ以上のモノマーを含み、４５０ｇ／モルより
大きい分子量（Ｍｎ）を有するあらゆるオリゴマーエチレン性不飽和モノマーを含有しな
い。
【００２３】
　高屈折率および４５０ｇ／モル以下の数平均分子量を有する適したモノマーには、例え
ばフェノキシエチルアクリレート、フェノキシ－２－メチルエチル（メタ）アクリレート
、フェノキシエトキシエチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシ－２－ヒドロキシプ
ロピル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、４－（１－メチル－１－
フェネチル）フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェニルチオエチルアクリレート
、２－ナフチルチオエチルアクリレート、１－ナフチルチオエチルアクリレート、２，４
，６－トリブロモフェノキシエチルアクリレート、２，４－ジブロモフェノキシエチルア
クリレート、２－ブロモフェノキシエチルアクリレート、１－ナフチルオキシエチルアク
リレート、２－ナフチルオキシエチルアクリレート、フェノキシ２－メチルエチルアクリ
レート、３－フェノキシ－２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－フェニルフェノキ
シエチルアクリレート、４－フェニルフェノキシエチルアクリレート、２，４－ジブロモ
－６－ｓｅｃ－ブチルフェニルアクリレート、２，４－ジブロモ－６－イソプロピルフェ
ニルアクリレート、ベンジルアクリレート、フェニルアクリレート、２，４，６－トリブ
ロモフェニルアクリレートなどがある。
【００２４】
　別の実施形態において、実質的に溶剤を含有しない重合性組成物が、１８０°Ｆにおい
て１０００ｃｐｓより小さい粘度を有する有機成分と、および少なくとも１０重量％の無
機ナノ粒子とを含む。有機成分は、４５０ｇ／モルより大きい数平均分子量を有するエチ
レン性不飽和モノマーおよび／またはオリゴマーを１５重量％未満、１４重量％未満、１
３重量％未満、１２重量％未満および典型的に約１０重量％まで（例えば約１重量％、２
重量％、３重量％、４重量％、５重量％、６重量％、７重量％、８重量％または９重量％
）含む。有機成分はさらに、４５０ｇ／モルまでの数平均分子量を有するエチレン性不飽
和モノマーを約９０重量％まで含む。
【００２５】
　４５０ｇ／モルより大きい数平均分子量を有する様々なエチレン性不飽和モノマーおよ
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び／またはオリゴマーが公知であり、例えば特定の（メタ）アクリル化芳香族エポキシオ
リゴマー、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）アクリレー
ト、フェノール類（メタ）アクリレート、および（メタ）アクリル化アクリルオリゴマー
などがある。
【００２６】
　重合性組成物の成分の少なくとも１つは、少なくとも２個のエチレン性不飽和基を含む
。重合性成分は、２つ以上の（メタ）アクリレート基を含む少なくとも１つの成分を含む
ことが好ましい。十分な重合性（メタ）アクリレート基を含む表面改質ナノ粒子が使用さ
れる場合、有機成分の全てのモノマーが一官能性であってもよい。
【００２７】
　少なくとも２個の（メタ）アクリレート基を含むモノマーもまた、架橋剤として記載さ
れる。適した架橋剤には、例えばヘキサンジオールジアクリレート、ペンタエリトリトー
ルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリトリトールテトラ（メタ）アクリレート、トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパンエトキシレート
トリ（メタ）アクリレート、グリセリルトリ（メタ）アクリレート、およびペンタエリト
リトールプロポキシレートトリ（メタ）アクリレートなどがある。架橋剤のいずれか１つ
または組合せが使用されてもよい。メタクリレート基はアクリレート基ほど反応性ではな
い傾向があるので、架橋剤はメタクリレート官能価を含有しないのが好ましい。
【００２８】
　架橋剤が存在するとき、それは重合性組成物の有機成分中に少なくとも約２重量％の量
において存在するのが好ましい。典型的に、架橋剤の量は約２５重量％を超えない。
【００２９】
　様々な架橋剤が市販されている。例えば、ペンタエリトリトールトリアクリレート（Ｐ
ＥＴＡ）は、ペンシルベニア州、エクストンのサートマー・カンパニー（Ｓａｒｔｏｍｅ
ｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ）から商品名「ＳＲ４４４」として、日本、大阪
の大阪有機化学工業（株）から商品名「ビスコート（Ｖｉｓｃｏａｔ）＃３００」として
、日本、東京の東亜合成株式会社から商品名「アロニックス（Ａｒｏｎｉｘ）Ｍ－３０５
」として、および台湾、カオーシウンのエターナル・ケミカル社（Ｅｔｅｒｎａｌ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．，Ｋａｏｈｓｉｕｎｇ，Ｔａｉｗａｎ）から商品名「エ
ターマー（Ｅｔｅｒｍｅｒ）２３５」として市販されている。トリメチロールプロパント
リアクリレート（ＴＭＰＴＡ）は、サートマー・カンパニーから商品名「ＳＲ３５１」と
して市販されている。また、ＴＭＰＴＡは、東亜合成株式会社から商品名「アロニックス
Ｍ－３０９」として入手可能である。さらに、エトキシ化トリメチロールプロパントリア
クリレートおよびエトキシ化ペンタエリトリトールトリアクリレートはそれぞれ、サート
マーから商品名「ＳＲ４５４」および「ＳＲ４９４」として市販されている。
【００３０】
　有機成分および重合性組成物が全体として所望の屈折率を有する場合、有機成分は、他
の（例えばより低屈折率の）モノマーを含むことができる。適したモノマーは、接着力ま
たは低減された粘度などの他の有益な特性を提供することができる。適したモノマーには
、（メタ）アクリレートまたはモノマーＮ置換またはＮ，Ｎ－二置換（メタ）アクリルア
ミド、特にアクリルアミドなどの一または二官能性エチレン性不飽和モノマーがある。こ
れらには、Ｎ－アルキルアクリルアミドおよびＮ，Ｎ－ジアルキルアクリルアミド、特に
、Ｃ1～4アルキル基を含有するものが挙げられる。例は、Ｎ－イソプロピルアクリルアミ
ド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチ
ルアクリルアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタムである。
【００３１】
　本明細書に記載された重合性組成物は好ましくは、無機粒子を含む。一般に、有機成分
の粘度は一般に、比較的高い濃度（例えば４０重量％～７０重量％）の無機ナノ粒子が使
用されるとき、前に記載された低い側の目標範囲内である。低い側の濃度のナノ粒子が使
用されるとき（例えば１０重量％～４０重量％）、有機成分は、高粘度側の目標範囲内に
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あってもよい。
【００３２】
　重合性組成物（すなわちナノ粒子含有）の粘度は一般に、有機成分だけについて前に記
載された範囲内である。一般に、重合性組成物の無機ナノ粒子の濃度が増加するとき、粘
度が増加する場合がある。後で記載されるように適した表面処理をしない無機ナノ粒子の
濃度の関数として粘度の一般に相当な増加がある。
【００３３】
　粒子のサイズは一般に、著しい可視光線の散乱を避けるように選択される。選択された
無機酸化物粒子は、屈折率または耐引っ掻き性の増加もしくは両方をもたらすことができ
る。無機酸化物粒子のタイプの配合物を使用して光学的性質または材料の性質を最適にし
、全組成物のコストを下げることが望ましい場合がある。
【００３４】
　無機ナノ粒子を含有することによって耐久性を改良することができる。好ましくは、重
合微細構造化表面は、２００４年９月１０日に出願された米国特許出願第１０／９３８０
０６号明細書に記載された試験方法によって定量されたとき、１．０～１．１５、または
１．０～１．１２、または１．０～１．１０、または１．０～１．０５の範囲の引掻きコ
ントラスト比の値を有する。例えば約０．５～１５マイクロメートルの範囲の半径を有す
る丸みを帯びたプリズム頂端の場合、引掻きコントラスト比の値は、１．０～１．６５、
または１．０～１．４、または１．０～１．１０の範囲であってもよい。
【００３５】
　重合可能な表面改質のない無機ナノ粒子を有用に使用することができるが、無機ナノ粒
子は好ましくは、ナノ粒子が有機成分と重合可能であるように表面改質される。表面改質
（例えばコロイド）ナノ粒子は、物品または光学要素の耐久性および／または屈折率を向
上させるために有効な量において重合構造体中に存在しうる。本明細書に記載された表面
改質コロイドナノ粒子は、例えば、ナノ粒子が樹脂系中に安定な分散体を形成するように
樹脂系とのナノ粒子の相溶性など、様々な望ましい特性を有することができ、表面改質は
ナノ粒子と樹脂系との反応性を提供し、複合物をより耐久性にすることができ、樹脂系に
添加された適切に表面改質されたナノ粒子は、未硬化組成物の粘度に与える影響を低くす
る。表面改質剤の組合せを用いて組成物の未硬化および硬化された性質を操作することが
できる。適切に表面改質されたナノ粒子は、光学要素の光学的性質および物理的性質を提
供することができ、例えば、樹脂の機械的強度を改良し、樹脂系中の固体体積配合量を増
加させながら粘度の変化を最小にし、樹脂系中の固体体積配合量を増加させながら光学透
明度を維持することができる。
【００３６】
　表面改質コロイドナノ粒子は、１ｎｍより大きく１００ｎｍより小さい一次粒度または
結合粒度を有する酸化物粒子であってもよい。ナノ粒子は結合していないのが好ましい。
それらの測定は、透過型電子顕微鏡（ＴＥＭ）に基づいていてもよい。ナノ粒子には、例
えば、アルミナ、酸化スズ、酸化アンチモン、シリカ、ジルコニア、チタニア、それらの
混合物、またはそれらの混合酸化物などの金属酸化物などが挙げられる。表面改質コロイ
ドナノ粒子は、実質的に完全凝縮されてもよい。
【００３７】
　ここで用いられるコロイドシリカなどの完全凝縮ナノ粒子は典型的に、それらの内部に
ヒドロキシルをほとんど有さない。
【００３８】
　シリカを含有しない完全凝縮ナノ粒子は典型的に、５５％より大きい、好ましくは６０
％より大きい、より好ましくは７０％より大きい結晶度（単離された金属酸化物粒子とし
て測定された）を有する。例えば、結晶度は、約８６％までまたはそれ以上の範囲であっ
てもよい。結晶度をＸ線回折技術によって定量することができる。凝縮結晶性（例えばジ
ルコニア）ナノ粒子は高屈折率を有するが、非晶質ナノ粒子は典型的に、より低い屈折率
を有する。
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【００３９】
　シリカナノ粒子は、５～７５ｎｍまたは１０～３０ｎｍまたは２０ｎｍの粒度を有する
ことができる。シリカナノ粒子は典型的に、１０～６０重量％の量である。典型的にシリ
カの量は４０重量％未満である。
【００４０】
　適したシリカは、商品名ナルココロイドシリカ（ＮＡＬＣＯ　ＣＯＬＬＯＩＤＡＬ　Ｓ
ＩＬＩＣＡＳ）としてイリノイ州、ネーパービルのナルコ・ケミカル・カンパニー（Ｎａ
ｌｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，Ｉｌｌ．）から市販されて
いる。例えば、シリカには、ナルコ（ＮＡＬＣＯ）の商品名１０４０、１０４２、１０５
０、１０６０、２３２７および２３２９などがある。適したヒュームドシリカには、例え
ば、デガッサ・ＡＧ（ＤｅＧｕｓｓａ　ＡＧ）（ドイツ、ハナウ（Ｈａｎａｕ，Ｇｅｒｍ
ａｎｙ））から入手可能な商品名エーロシル（ＡＥＲＯＳＩＬ）シリーズＯＸ－５０、－
１３０、－１５０、および－２００、およびキャボット・コーポレーション（イリノイ州
、タスコラ（Ｔｕｓｃｏｌａ，Ｉｌｌ．））から入手可能なＣＡＢ－Ｏ－ＳＰＥＲＳＥ　
２０９５、ＣＡＢ－Ｏ－ＳＰＥＲＳＥ　Ａ１０５、ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ　Ｍ５として販売
されている製品などがある。
【００４１】
　ジルコニアナノ粒子は、約５～５０ｎｍ、または５～１５ｎｍ、または１０ｎｍの粒度
を有することができる。ジルコニアナノ粒子は、耐久性物品または光学要素中に１０～７
０重量％、または３０～５０重量％の量において存在しうる。本発明の材料において使用
するためのジルコニアは、イリノイ州、ネーパービルのナルコ・ケミカル・カンパニーか
ら製品名ナルコ　ＯＯＳＳＯＯ８として、およびスイスのブーラー・ＡＧ・ウズヴィル（
Ｂｕｈｌｅｒ　ＡＧ　Ｕｚｗｉｌ）から商品名「ブーラー・ジルコニア・Ｚ－ＷＯ・ゾル
（Ｂｕｈｌｅｒ　ｚｉｒｃｏｎｉａ　Ｚ－ＷＯ　ｓｏｌ）」として市販されている。また
、２００４年１２月３０日に出願された米国特許出願第１１／０２７４２６号明細書およ
び米国特許第６，３７６，５９０号明細書に記載されているようなジルコニアナノ粒子を
調製することができる。
【００４２】
　チタニア、酸化アンチモン、アルミナ、酸化スズ、および／または混合金属酸化物ナノ
粒子は、５～５０ｎｍ、または５～１５ｎｍ、または１０ｎｍの粒度または結合粒度を有
することができる。チタニア、酸化アンチモン、アルミナ、酸化スズ、および／または混
合金属酸化物ナノ粒子は、耐久性物品または光学要素中に１０～７０重量％、または３０
～５０重量％の量において存在することができる。本発明の材料において使用するための
混合金属酸化物は、キャタリスト・アンド・ケミカル・インダストリーズ・コーポレーシ
ョン（Ｃａｔａｌｙｓｔｓ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｃｏｒｐ．
）、（日本国川崎）から製品名オプトレーク（Ｏｐｔｏｌａｋｅ）として市販されている
。
【００４３】
　ナノサイズの粒子を表面処理することによって、ポリマー樹脂中の安定な分散体を提供
することができる。好ましくは、表面－処理は、粒子が重合性樹脂中に十分に分散されて
実質的に均質な組成物をもたらすようにナノ粒子を安定化する。さらに、安定化された粒
子が、硬化する間に重合性樹脂と共重合するかまたは反応するように、ナノ粒子を表面処
理剤によってその表面の少なくとも一部の上で改質することができる。
【００４４】
　ナノ粒子は好ましくは、表面処理剤で処理される。一般に表面処理剤は、（共有結合に
よって、イオンによって、または強い物理収着によって）粒子表面に結合する第１の末端
と、粒子と樹脂との相溶性を与え、および／または硬化する間に樹脂と反応する第２の末
端とを有する。表面処理剤の例には、アルコール、アミン、カルボン酸、スルホン酸、ホ
スホン酸（ｐｈｏｓｐｏｈｏｎｉｃ　ａｃｉｄｓ）、シランおよびチタネートなどがある
。好ましいタイプの処理剤は、一つには、金属酸化物表面の化学的性質によって決定され
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る。シランは、シリカのためにおよび他のケイ質充填剤のために好ましい。シランおよび
カルボン酸は、ジルコニアなどの金属酸化物のために好ましい。表面改質は、モノマーと
の混合に続いてまたは混合した後のどちらかに行うことができる。シランの場合、樹脂に
混入する前にシランを粒子またはナノ粒子表面と反応させることが好ましい。表面改質剤
の必要とされる量は、粒度、粒子のタイプ、改質剤の分子量、および改質剤のタイプなど
のいくつかの因子に依存している。一般に、改質剤のだいたい単一層が粒子の表面に結合
していることが好ましい。また、必要とされる結合手順または反応条件は、使用された表
面改質剤に依存する。シランについては、およそ１～２４時間、酸性または塩基性条件下
で高温において表面処理することが好ましい。カルボン酸などの表面処理剤は、高温また
は長い時間を必要としない場合がある。
【００４５】
　組成物のために適した表面処理剤の代表的な実施形態には、例えば、イソオクチルトリ
メトキシ－シラン、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）メトキシエトキシエトキシ
エチルカルバメート（ＰＥＧ３ＴＥＳ）、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）メト
キシエトキシエトキシエチルカルバメート（ＰＥＧ２ＴＥＳ）、３－（メタクリロイルオ
キシ）プロピルトリメトキシシラン、３－アクリルオキシプロピルトリメトキシシラン、
３－（メタクリロイルオキシ）プロピルトリエトキシシラン、３－（メタクリロイルオキ
シ）プロピルメチルジメトキシシラン、３－（アクリロイルオキシプロピル）メチルジメ
トキシシラン、３－（メタクリロイルオキシ）プロピルジメチルエトキシシラン、３－（
メタクリロイルオキシ）プロピルジメチルエトキシシラン、ビニルジメチルエトキシシラ
ン、フェニルトリメトキシシラン、ｎ－オクチルトリメトキシシラン、ドデシルトリメト
キシシラン、オクタデシルトリメトキシシラン、プロピルトリメトキシシラン、ヘキシル
トリメトキシシラン、ビニルメチルジアセトキシシラン、ビニルメチルジエトキシシラン
、ビニルトリアセトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリイソプロポキシ
シラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリフェノキシシラン、ビニルトリ－ｔ－ブ
トキシシラン、ビニルトリス－イソブトキシシラン、ビニルトリイソプロペノキシシラン
、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、スチリルエチルトリメトキシシラン、
メルカプトプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン
、アクリル酸、メタクリル酸、オレイン酸、ステアリン酸、ドデカン酸、２－［２－（２
－メトキシエトキシ）エトキシ］酢酸（ＭＥＥＡＡ）、ベータ－カルボキシエチルアクリ
レート、２－（２－メトキシエトキシ）酢酸、メトキシフェニル酢酸、およびそれらの混
合物などの化合物がある。さらに、ウェストバージニア州、クロンプトン・サウス・チャ
ールストン（Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　Ｓｏｕｔｈ　Ｃｈａｒｌｅｓｔｏｎ，ＷＶ）のＯＳＩ・
スペシャルティズから商品名「シルクエスト（Ｓｉｌｑｕｅｓｔ）Ａ１２３０」として市
販されている特許権保護されたシラン表面改質剤は特に適していることがわかった。
【００４６】
　コロイド分散体中の粒子の表面改質を様々な方法で達成することができる。このプロセ
スは、無機分散体と表面改質剤とを混合することを必要とする。任意に、例えば、１－メ
トキシ－２－プロパノール、エタノール、イソプロパノール、エチレングリコール、Ｎ，
Ｎ－ジメチルアセトアミドおよび１－メチル－２－ピロリジノンなどの補助溶剤をこの時
点で添加することができる。補助溶剤は、表面改質剤ならびに表面改質粒子の溶解度を向
上させることができる。その後、無機ゾルと表面改質剤とを含む混合物を室温または高温
において、混合しながらまたはせずに反応させる。１つの方法において、混合物を約８５
℃において約２４時間反応させ、表面改質ゾルをもたらすことができる。金属酸化物を表
面改質する別の方法において、金属酸化物の表面処理は好ましくは、粒子表面への酸分子
の吸着を必要とすることがある。重金属酸化物の表面改質は好ましくは室温において行わ
れる。
【００４７】
　シランによるＺｒＯ2の表面改質を酸性条件または塩基性条件下で達成することができ
る。１つの場合において、シランは適した時間の間、酸条件下で加熱される。その時に、
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分散体にアンモニア水（または他の塩基）を配合する。この方法は、ＺｒＯ2表面からの
酸対イオンの除去ならびにシランとの反応を可能にする。１つの方法において粒子が分散
体から沈殿させられ、液体成分から分離される。
【００４８】
　表面改質剤の組合せが有用である場合があり、そこで表面改質剤の少なくとも１つが硬
化性樹脂と共重合性である官能基を有する。例えば、重合基は、エチレン性不飽和である
かまたは開環重合しやすい環状官能基であってもよい。エチレン性不飽和重合基は、例え
ば、アクリレートまたはメタクリレート、またはビニル基であってもよい。開環重合しや
すい環状官能基は一般に、酸素、硫黄または窒素などのヘテロ原子を含有し、好ましくは
エポキシドなどの酸素含有３員環を含有する。
【００４９】
　表面改質剤の好ましい組合せは、硬化性樹脂（の有機成分）と共重合可能である官能基
を有する少なくとも１つの表面改質剤と、第１の改質剤と異なった第２の改質剤とを含有
する。第２の改質剤は任意に、重合性組成物の有機成分と共重合可能である。第２の改質
剤は、低屈折率（すなわち１．５２より小さいまたは１．５０より小さい）を有してもよ
い。第２の改質剤は好ましくは、任意に重合性組成物の有機成分と共重合可能であるポリ
アルキレンオキシド含有改質剤である。
【００５０】
　次に、表面改質粒子を様々な方法で硬化性樹脂に混入することができる。好ましい態様
において、溶剤交換手順を利用し、それによって樹脂を表面改質ゾルに添加し、その後に
、蒸発によって水および補助溶剤（使用した場合）を除去し、従って粒子を重合性樹脂中
に分散させておく。蒸発工程を例えば、蒸留、回転蒸発または炉乾燥によって行うことが
できる。
【００５１】
　別の態様において、表面改質粒子を水と非混和性の溶剤中に抽出し、その後に、同じく
必要ならば溶剤交換を行うことができる。
【００５２】
　あるいは、重合性樹脂中に表面改質ナノ粒子を混入するための別の方法は、改質粒子を
粉末に乾燥する工程と、その後に、粒子が分散される樹脂材料を添加する工程とを必要と
する。この方法の乾燥工程は、例えば、炉乾燥または吹付け乾燥など、システムに適した
通常の手段によって行うことができる。
【００５３】
　また、本明細書に記載された重合性組成物は、界面活性剤、顔料、充填剤、重合抑制剤
、酸化防止剤、帯電防止剤、および他の可能な成分などがあるがそれらに限定されない、
技術において公知であるような１つ以上の他の有用な添加剤を含有することができる。
【００５４】
　本発明の放射線硬化性物品は、効率的な混合によってそれらの成分を単にブレンドして
均質な混合物を製造する工程と、次に前記成分の調製において使用されたあらゆる溶剤を
除去する工程とによって作製されてもよい。気泡は、混合物が粘性である場合、ゆるやか
に加熱しながら真空等を適用する工程と、所望の表面上に得られたブレンドのフィルムを
キャスチングあるいは他の方法で形成する工程とによって除去することができる。次にフ
ィルムを、複製される微細構造を有する成形型に入れ、紫外線に露光することによって重
合させ、前述の性質を有する本発明の硬化光学樹脂物品を製造することができる。それが
使用される表面以外の表面上で重合される場合、光学樹脂物品を別の表面に移すことがで
きる。
【００５５】
　このような重合方法は、溶剤または他の揮発物を全くまたはほんの少量しか発生しない
ので、環境の悪影響のない物品の迅速な大量生産に適している。また、前記方法は、突起
および窪みなどの実用的不連続部分を含む微細構造を有する物品の複製に適しており、そ
れらは、成形型の細部を失わずにおよび使用する間の多種多様な条件下でこのような細部
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の複製を保持して容易に脱型される。物品は、靭性、可撓性、光学透明度および均質性、
および一般的な溶剤に対する耐性、高い熱寸法安定性を有するこのような物品の微細構造
、耐磨耗性および耐衝撃性、および物品が曲げられる時でも示される結合性など、多種多
様な望ましい性質を有するように形成することができる。
【００５６】
　適した重合方法には、本技術分野に公知であるような溶液重合、懸濁重合、乳化重合、
およびバルク重合などがある。適した方法は、フリーラジカル開始剤の存在下で加熱する
工程、ならびに光開始剤の存在下で紫外線または可視光線などの電磁放射線で照射する工
程を有する。抑制剤はしばしば重合性組成物の合成において使用され、合成、輸送および
貯蔵の間に樹脂の早期重合を防ぐ。適した抑制剤には、５０～１０００ｐｐｍのレベルの
ヒドロキノン、４－メトキシフェノール、およびヒンダードアミンニトロキシド抑制剤な
どがある。当業者に公知であるように他の種類および／または量の抑制剤が使用されても
よい。
【００５７】
　放射線（例えば紫外線）硬化性組成物は、少なくとも１つの光開始剤を含む。単一の光
開始剤またはそのブレンドが本発明の輝度向上フィルムにおいて使用されてもよい。一般
に光開始剤は、（例えば樹脂の加工温度において）少なくとも部分的に可溶性であり、重
合された後にほとんど無色である。光開始剤は、紫外光源に露光した後にほとんど無色に
されるならば、（例えば黄色に）着色されていてもよい。
【００５８】
　適した光開始剤には、モノアシルホスフィンオキシドおよびビスアシルホスフィンオキ
シドなどがある。市販されているモノまたはビスアシルホスフィンオキシド光開始剤には
、ＢＡＳＦ（ノースカロライナ州、シャーロット（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ））から商
品名「ルシリンＴＰＯ」として市販されている２，４，６－トリメチルベンゾイジフェニ
ルホスフィンオキシド、同じくＢＡＳＦから商品名「ルシリンＴＰＯ－Ｌ」として市販さ
れているエチル－２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィネート、およびチ
バ・スペシャルティ・ケミカルズ（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
）から商品名「イルガキュア（Ｉｒｇａｃｕｒｅ）８１９」として市販されているビス（
２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフィンオキシドなどがある。他の適
した光開始剤には、チバ・スペシャルティ・ケミカルズから商品名「ダロキュア（Ｄａｒ
ｏｃｕｒ）１１７３」として市販されている２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル
－プロパン－１－オン、ならびにチバ・スペシャルティ・ケミカルズから商品名「ダロキ
ュア４２６５」、「イルガキュア６５１」、「イルガキュア１８００」、「イルガキュア
３６９」、「イルガキュア１７００」、および「イルガキュア９０７」として市販されて
いる他の光開始剤などがある。
【００５９】
　光開始剤を約０．１～約１０重量パーセントの濃度において使用することができる。よ
り好ましくは、光開始剤は、約０．５～約５重量％の濃度において使用される。５重量％
を超えると一般に、輝度向上フィルムの黄変を起こす傾向のために不利である。また、当
業者が決定することができるとき他の光開始剤および光開始剤を好適に使用することがで
きる。
【００６０】
　表面張力を低減し、湿潤を改善し、より滑らかなコーティングを可能にし、コーティン
グの欠陥を少なくするなどのためにフッ素系界面活性剤およびシリコーンベースの界面活
性剤などの界面活性剤が任意に重合性組成物中に含有されてもよい。
【００６１】
　粘度が非常に高くて、ここで記載された方法において使用することができない組成物を
場合により、本技術分野に公知である押出方法によって輝度向上フィルムに作製すること
ができる。
【００６２】
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　光学層は、基層と直接に接触することができ、または基層に光学整列されてもよく、光
学層が光の流れを誘導するかまたは集めることを可能にするサイズ、形状および厚さであ
ってもよい。光学層は、説明および図示されたような多数の有用なパターンのいずれかを
有することができる構造化表面または微細構造化表面を有することができる。微細構造化
表面は、フィルムの長さまたは幅に沿って延在する複数の平行な長さ方向うねであっても
よい。これらのうねを複数のプリズム頂端から形成することができる。これらの頂端は、
鋭い、丸みを帯びているまたは平らになっているか、または切頭であってもよい。例えば
、うねは、４～７～１５マイクロメートルの範囲の半径に丸みを帯びていてもよい。
【００６３】
　これらは、規則的または不規則プリズムパターンを含み、環状プリズムパターン、キュ
ーブコーナーパターンまたはいずれかの他のレンチキュラー微細構造であってもよい。有
用な微細構造は、輝度向上フィルムとして使用するための内部全反射フィルムとして作用
することができる規則的プリズムパターンである。別の有用な微細構造は、反射フィルム
として使用するための再帰反射フィルムまたは要素として作用することができるコーナー
キューブプリズムパターンである。別の有用な微細構造は、光ディスプレイにおいて使用
するための光学要素として作用することができるプリズムパターンである。別の有用な微
細構造は、光ディスプレイにおいて使用するための光学転向フィルムまたは要素として作
用することができるプリズムパターンである。
【００６４】
　基層は、光学製品、すなわち光の流れを制御するように設計された製品において使用す
るために適した性質および組成でありうる。材料が十分に光学的に透明であって特定の光
学製品に組み立てられるかまたはその中で使用されるために十分に構造的に強い限り、ほ
とんどいずれの材料が基礎材料として用いられてもよい。光学製品の性能が時間とともに
損なわれない十分な耐熱性および耐老化性を有する基礎材料を選択することができる。
【００６５】
　いずれの光学製品についても基礎材料の特定の化学的組成および厚さは、構成されてい
る特定の光学製品の要求条件に依存する場合がある。すなわち、とりわけ、強度、透明度
、耐熱性、表面エネルギー、光学層への付着性に対する必要性のバランスをとる。
【００６６】
　有用な基礎材料には、例えば、スチレン－アクリロニトリル、セルロースアセテートブ
チレート、セルロースアセテートプロピオネート、セルローストリアセテート、ポリエー
テルスルホン、ポリメチルメタクリレート、ポリウレタン、ポリエステル、ポリカーボネ
ート、ポリ塩化ビニル、ポリスチレン、ポリエチレンナフタレートの他、ナフタレンジカ
ルボン酸、ポリシクロ－オレフィン、ポリイミドをベースとするコポリマーまたはブレン
ド、およびガラスなどがある。任意に、基礎材料は、これらの材料の混合物または組合せ
を含有することができる。実施形態において、基礎材料は多層であってもよく、もしくは
連続相中に懸濁または分散された分散成分を含有してもよい。
【００６７】
　微細構造を有する製品、例えば、輝度向上フィルムなどのいくつかの光学製品について
、好ましい基礎材料の例には、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）およびポリカーボ
ネートなどがある。有用なＰＥＴフィルムの例には、フォトグレードポリエチレンテレフ
タレートおよびデラウェア州、ウィルミントン（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌ）のデュ
ポンフィルムズ（ＤｕＰｏｎｔ　Ｆｉｌｍｓ）から入手可能なメリネックス（ＭＥＬＩＮ
ＥＸ）（登録商標）ＰＥＴなどがある。
【００６８】
　いくつかの基礎材料は、光学的に活性である場合があり、偏光材料として作用すること
ができる。本明細書においてフィルムまたは基材とも称される多数のベースが光学製品技
術において公知であり、偏光材料として有用である。フィルムを通しての光の偏光は、例
えば、通過光を選択的に吸収する二色偏光子をフィルム材料に含有することによって達成
可能である。また、光の偏光は、整列マイカチップなどの無機材料を含有することによっ
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てまたは連続フィルム中に分散された光調節液晶の液体粒子など、連続フィルム中に分散
された不連続相によって達成されてもよい。別の選択肢として、フィルムは、異なった材
料の極微小層から作製されてもよい。フィルム中の偏光材料は、例えば、フィルムの伸長
、電場または磁場の印加、コーティング技術などの方法を使用することによって、偏光の
向き（ｐｏｌａｒｉｚｉｎｇ　ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）に整列されてもよい。
【００６９】
　偏光フィルムの例には、米国特許第５，８２５，５４３号明細書および米国特許第５，
７８３，１２０号明細書に記載された偏光フィルムがある。輝度向上フィルムと組合せた
これらの偏光子フィルムの使用は、米国特許第６，１１１，６９６号明細書に記載されて
いる。
【００７０】
　ベースとして使用することができる偏光フィルムの第２の例は、米国特許第５，８８２
，７７４号明細書に記載されたそれらのフィルムである。市販のフィルムは、３Ｍから商
品名ＤＢＥＦ（二層輝度向上フィルム）として販売されている多層フィルムである。輝度
向上フィルムにおいてのこのような多層偏光光学フィルムの使用は、米国特許第５，８２
８，４８８号明細書に記載されている。
【００７１】
　基礎材料のこのリストは限定的ではなく、当業者によって理解されるように、他の偏光
および非偏光フィルムもまた、本発明の光学製品のためのベースとして有用である場合が
ある。これらの基礎材料を任意の数の他のフィルム、例えば、偏光フィルムと組み合わせ
て多層構造を形成することができる。さらに別の基礎材料の簡単なリストには、とりわけ
、米国特許第５，６１２，８２０号明細書および米国特許第５，４８６，９４９号明細書
に記載されたそれらのフィルムが挙げられる。また、特定のベースの厚さは、光学製品の
上述の要求条件に左右される場合がある。
【００７２】
　微細構造を有する耐久性物品は、内部全反射フィルムを製造するために十分な一連の交
互の先端および溝を有する形態を含めて、様々な形態において構成することができる。こ
のようなフィルムの例は、対称的先端および溝の規則的反復パターンを有する輝度向上フ
ィルムであるが、他の例は、先端および溝が対称的でないパターンを有する。輝度向上フ
ィルムとして有用な微細構造を有する物品の例は、米国特許第５，１７５，０３０号明細
書および米国特許第５，１８３，５９７号明細書に記載されている。
【００７３】
　これらの特許によって、微細構造を有する物品は、（ａ）重合性組成物を調製する工程
と、（ｂ）前記重合性組成物をマスターのキャビティを充填するためにやっとの量でマス
ター雌型微細構造化成形面上に堆積する工程と、（ｃ）少なくとも一方が可撓性である、
予備成形されたベースとマスターとの間に重合性組成物のビードを移動させることによっ
てキャビティを充填する工程と、（ｄ）前記組成物を硬化する工程とを有する方法によっ
て作製することができる。マスターは、ニッケル、ニッケルめっき銅または黄銅などの金
属であってもよく、または重合条件下で安定であり、かつ重合された材料をマスターから
きれいに除去することを可能にする表面エネルギーを好ましくは有する熱可塑性材料であ
ってもよい。ここに記載された微細構造化トポグラフィーを形成するために用いられた特
定の方法は、米国特許第５，６９１，８４６号明細書に記載された成形方法に似ている場
合がある。本発明による微細構造化物品は、例えば、５、１０、１００、１０００メート
ル以上などのいずれかの望ましい長さにおいて連続方法から形成されてもよい。
【００７４】
　耐久性物品は、例えば、輝度向上フィルムなどの耐久性微細構造化フィルムを必要とす
る適用において使用されてもよい。これらの耐久性輝度向上フィルムの構造は、例えば、
米国特許第５，７７１，３２８号明細書、米国特許第５，９１７，６６４号明細書、米国
特許第５，９１９，５５１号明細書、米国特許第６，２８０，０６３号明細書、および米
国特許第Ｎｏ．６，３５６，３９１号明細書などの多種多様な微細構造化フィルムを含め
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ることができる。
【００７５】
　図１において１０に略示されたバックライト式液晶ディスプレイは、拡散体１２と液晶
ディスプレイパネル１４との間に配置することができる本発明の輝度向上フィルム１１を
備える。また、バックライト式液晶ディスプレイは、蛍光ランプなどの光源１６と、液晶
ディスプレイパネル１４の方向に反射のために光を送るための光ガイド１８と、同じく液
晶ディスプレイパネルの方向に光を反射するための白色反射体２０とを備えることができ
る。輝度向上フィルム１１は光ガイド１８から放射された光を平行にし、それによって液
晶ディスプレイパネル１４の輝度を増加させる。輝度の増加は、液晶ディスプレイパネル
がより鮮明な画像を生み出すことを可能にし、光源１６のパワーを低減させて選択された
輝度を生じることができる。バックライト式液晶ディスプレイの輝度向上フィルム１１は
、基準符号２１によって示された、コンピュータディスプレイ（ラップトップディスプレ
イおよびコンピュータモニタ）、テレビ、ビデオレコーダ、モバイル通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス（すなわち携帯電話、ＰＤＡ）、自動車および航空電子工学計測器ディ
スプレイ等の装置において有用である。
【００７６】
　輝度向上フィルム１１は、図２に示されるように、プリズム２２、２４、２６、および
２８によって代表されるプリズムの配列を備える。例えば、プリズム２２などの各プリズ
ムは、第１のファセット３０と第２のファセット３２とを有する。プリズム２２、２４、
２６、および２８は、プリズムが上に形成される第１の表面３６と略平らまたは平面であ
り、かつ第１の表面の反対側にある第２の表面３８とを有する本体部分３４上に形成され
てもよい。
【００７７】
　規則的直角プリズムの直線アレイは、光学性能と製造の容易さとの両方を提供すること
ができる。直角プリズムとは、頂角θが約９０°であるが、また、約７０°～１２０°ま
たは約８０°～１００°の範囲であってもよいことを意味する。プリズムファセットは同
一である必要はなく、プリズムは互いに対して傾斜されていてもよい。さらに、フィルム
の厚さ４０とプリズムの高さ４２との間の関係は重要ではないが、明瞭なプリズムファセ
ットを有する比較的薄いフィルムを使用することが望ましい。ファセットが表面３８と形
成することができる角度は、ファセットが投影される場合、４５°であってもよい。しか
しながら、この角度は、ファセットのピッチまたは頂端の角度θに応じて変化する。
【００７８】
　図３～９は、光学要素の構成の代表的な実施形態を示す。これらの図面は縮尺通りでは
なく、特に、構造表面のサイズは例示目的のために大幅に大きくなっていることに留意し
なければならない。光学要素の構成は、以下の記載された実施形態の組合せまたは２つ以
上を含めることができる。
【００７９】
　図３を参照して、光学要素または光誘導フィルムの１つの実施形態の一部の代表的な断
面が示される。フィルム１３０は、第１の表面１３２と、複数の略直線的に延在するプリ
ズム要素１３６を備える対向した構造表面１３４とを備える。各プリズム要素１３６は、
その上縁が交わってピークを画定する、第１の側面１３８および第２の側面１３８’、ま
たはプリズム要素１３６の頂端１４２を有する。隣接したプリズム要素１３６の側面１３
８、１３８’の下縁が交わってプリズム要素間に直線的に延在する溝１４４を形成する。
図３に示された実施形態において、プリズム頂端１４２によって画定された二面角は約９
０度の大きさであるが、しかしながら、このおよび他の実施形態において二面角の正確な
大きさを所望の光学パラメーターによって変化させてもよいことは理解されるであろう。
【００８０】
　フィルム１３０の構造表面１３４は、共通の基準面から異なった距離において離隔され
ているピークを有するプリズム要素の複数の交互の領域を有するとして説明することがで
きる。共通の基準面は、任意に選択されてもよい。共通の基準面の１つの便利な実施例は
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、第１の表面１３２を含有する平面である。別の実施例は、破線１３９によって示された
、構造表面の最下溝の底部によって画定された平面である。図３に示された実施形態にお
いて、低いほうのプリズム要素は、破線１３９から測定されたとき、幅が約５０ミクロン
および高さが約２５ミクロンの大きさであり、高いほうのプリズム要素は、幅が約５０ミ
クロンおよび高さが約２６ミクロンの大きさである。高いほうのプリズム要素を備える領
域の幅は、約１ミクロン～３００ミクロンの大きさであってもよい。低いほうのプリズム
要素を備える領域の幅は重要ではなく、２００ミクロン～４０００ミクロンの大きさであ
ってもよい。いずれかの与えられた実施形態において低いほうのプリズム要素の領域は、
高いほうのプリズム要素の領域と少なくとも同じ幅であってもよい。図３に示された物品
は典型例であるにすぎず、本発明の範囲を限定することを意図するものではないことは当
業者によって理解されよう。例えば、プリズム要素の高さまたは幅を実行可能な限度内で
変化させてもよい－約１ミクロン～約２００ミクロンで延在する範囲において正確なプリ
ズムを機械加工することが実行可能である。さらに、二面角を変化させるかまたはプリズ
ム軸を傾斜して所望の光学的効果を達成してもよい。
【００８１】
　第１の領域の幅は、約２００～３００ミクロン未満であってもよい。通常の表示条件下
で、ヒトの目は、幅が約２００～３００ミクロン未満の領域において生じる光の強度の小
さな変化を解像するのは難しい。従って、第１の領域の幅が約２００～３００ミクロン未
満に低減されるとき、この領域において生じる場合があるどんな光カップリングも、通常
の表示条件下でヒトの目に感じとることができない。
【００８２】
　また、可変高さ構造表面は、１つ以上のプリズム要素の高さをその直線範囲に沿って変
化させて、共通の基準面より高い様々な高さにおいて配置されたピークを有するプリズム
要素の一部分を含有する交互の領域を形成することによって実施されてもよい。
【００８３】
　図４は、フィルム１５０が、高いほうの単一プリズム要素１５６を備える領域によって
隔てられた比較的低いほうのプリズム要素１５４の領域を有する構造表面１５２を備える
ことを除いて、図３と同様な光学要素の別の実施形態を示す。図３に示された実施形態と
ほとんど同じように、高いほうのプリズム要素は、構造表面１５２へのフィルムの第２の
シートの物理的近接を限定し、それによって可視的な浸潤状態の可能性を低減する。ヒト
の目は光誘導フィルムのファセットの高さの変化に敏感であり、高いほうのプリズム要素
の比較的広い領域がフィルムの表面上に可視的なラインとしてみえることが確認された。
これはフィルムの光学性能に本質的に影響を与えないが、ラインが特定の商業環境におい
て望ましくないことがある。高いほうのプリズム要素の領域の幅を低減すると、相応して
、高いほうのプリズム要素によって生じたフィルム中のラインをヒトの目が感知する能力
を低減する。
【００８４】
　図５は、プリズム要素が大体同じサイズであるが反復階段または傾斜パターンにおいて
配列される、光学要素の別の実施形態の代表的な実施例である。図５に示されたフィルム
１６０は、第１の表面１６２と、複数の略直線プリズム要素１６６を備える対向した構造
表面１６４とを備える。各プリズム要素は、それらの上縁において交わってプリズムピー
ク１７０を画定する対向した横面１６８、１６８’を有する。対向した横面１６８、１６
８’によって画定された二面角は約９０度の大きさである。この実施形態において最も高
いプリズムは、第１の領域であると考えられ、隣接したプリズムは、第２の領域であると
考えられる。また、第１の領域は、約２００～３００ミクロン未満の大きさであってもよ
い。
【００８５】
　図６は、光学要素のさらに別の実施形態を示す。図６に開示されたフィルム１８０は、
第１の表面１８２と、対向した構造表面１８４とを備える。このフィルムは、比較的低い
ほうのプリズム要素を備える第２の領域が様々な高さのプリズム要素を含有することを特
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徴とする場合がある。図６に示された構造表面は、プリズム要素の高さの変化によって生
じたフィルムの表面上のラインの、ヒトの目に対する可視度を実質的に低減するさらなる
利点を有する。
【００８６】
　図７は、ソフトカットオフを提供するための光学要素の別の実施形態を示す。図７は、
本発明による、２４０と略示された輝度向上フィルムを示す。輝度向上フィルム２４０は
、基材２４２と構造表面材料２４４とを備える。基材２４２は一般にポリエステル材料で
あってもよく、構造表面材料２４４は、紫外線硬化されたアクリルまたは本明細書に記載
された他のポリマーの材料であってもよい。基材２４２の外面は好ましくは平らであるが
、同様に構造を有することができる。さらに、他の代替の基材を使用することができる。
【００８７】
　構造表面材料２４４は、その上に形成された、プリズム２４６、２４８、および２５０
などの複数のプリズムを有する。プリズム２４６、２４８、および２５０は、それぞれ、
ピーク２５２、２５４、および２５６を有する。ピーク２５２、２５４、および２５６の
全てが好ましくは９０度のピークまたはプリズム角度を有するが、６０度～１２０度の範
囲の角度を含める。プリズム２４６および２４８の間に谷２５８がある。プリズム２４８
および２５０の間に谷２６０がある。谷２５８は、プリズム２４６に対応した谷を有する
と考えられ、７０度の谷角度を有し、谷２６０はプリズム２４８に対応した谷であると考
えられ、１１０度の谷角度を有するが、他の値を使用することができる。有効に、輝度向
上フィルム２４０は、先行技術の輝度向上フィルムのように光の一部を反射および再利用
し、その残りを屈折することによってバックライトの見掛の軸方向輝度を増加させるが、
プリズムは交互の方向に傾斜される。プリズムを傾斜する効果は、出力光円錐のサイズを
増加させることである。
【００８８】
　図８は、丸みを帯びたプリズム頂端を有する光学要素の別の実施形態を示す。輝度向上
物品３３０は、両方とも基層３３２と一体に形成される、一対の反対側の表面３３４、３
３６を有する可撓性の基層３３２を特徴とする。表面３３４は、一連の突き出る光拡散要
素３３８を特徴とする。これらの要素は、層３３２と同じ材料から製造された表面におい
て「バンプ」の形状であってもよい。表面３３６は、基層３３２と一体に形成された鈍い
または丸みを帯びたピーク３４０を有する直線プリズムの配列を特徴とする。これらのピ
ークは、弦幅３４２、断面ピッチ幅３４４、曲率半径３４６、および歯底角３４８を特徴
とし、そこで弦幅は断面ピッチ幅の約２０～４０％に等しく、曲率半径は断面ピッチ幅の
約２０～５０％に等しい。歯底角は、約７０～１１０度、または約８５～９５度の範囲で
あり、約９０度の歯底角が好ましい。配列内のプリズムの配置は、所望の光学性能を最大
にするように選択される。
【００８９】
　丸みを帯びたプリズム頂端の輝度向上物品は通常、ゲインの減少をもたらす。しかしな
がら、高屈折率の表面改質ナノ粒子の添加によって、丸みを帯びたプリズム頂端の輝度向
上物品からの損失ゲインを補うことができる。
【００９０】
　図９は、平らなまたは平面プリズム頂端を有する光学要素の別の実施形態を示す。輝度
向上物品４３０は、両方とも基層４３２と一体に形成される、一対の反対側の表面４３４
、４３６を有する可撓性の基層４３２を特徴とする。表面４３４は、一連の突き出る光拡
散要素４３８を特徴とする。これらの要素は、層４３２と同じ材料から製造された表面に
おいて「平らなバンプ」の形状であってもよい。表面４３６は、基層４３２と一体に形成
された平らになったまたは平面ピーク４４０を有する直線プリズムの配列を特徴とする。
これらのピークは、平らになった幅４４２および断面ピッチ幅４４４を特徴とし、そこで
平らになった幅は断面ピッチ幅の約０～３０％に等しい場合がある。
【００９１】
　光を光ガイドから抽出する別の方法は、フラストレーテッド内部全反射（ＴＩＲ）の使
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用による。１つのタイプのフラストレーテッドＴＩＲにおいて光ガイドはくさび形を有し
、光ガイドの厚い縁上に入射する光線は光ガイドの上面および底面に対して臨界角を達成
するまで内部全反射される。次に、これらの臨界角未満の光線が抽出されるか、または光
ガイドから視射角において出力表面に、より簡単に屈折する。ディスプレイデバイスを照
明するために有用であるために、次いで、これらの光線はディスプレイデバイスの視軸、
または出力軸に略平行に回転されなければならない。この転向は通常、転向レンズまたは
転向フィルムを用いて達成される。
【００９２】
　図１０～１２は、転向フィルムを備える照明デバイスを示す。転向フィルムは、耐久性
転向フィルムを形成するための本明細書に開示された本発明の材料を含有することができ
る。転向レンズまたは転向フィルムは典型的に、入力平面上に形成されたプリズム構造体
を備え、入力平面は光ガイドに隣接して配置される。出力表面に対して通常３０度未満の
視射角において光ガイドを出る光線は、プリズム構造体にぶつかる。光線は、プリズム構
造体の第１の表面によって屈折され、プリズム構造体の第２の表面によって反射されて、
それらは転向レンズまたはフィルムによって所望の方向に、例えば、ディスプレイの視軸
に略平行に誘導される。転向フィルムは、例えば少なくとも０．５マイクロメートルおよ
び典型的に１０マイクロメートル以下の半径を有する丸みを帯びた頂端を有してもよい。
【００９３】
　図１０を参照して、照明システム５１０は、光学的に結合された光源５１２、光源反射
体５１４、出力表面５１８と裏側の表面５２０と入力平面５２１と末端表面５２２とを有
する光ガイド５１６、裏側の表面５２０に隣接した反射体５２４、入力平面５２８と出力
表面５３０とを有する第１の光方向転換要素５２６、第２の光方向転換要素５３２、およ
び反射偏光子５３４を備える。光ガイド５１６は、くさびまたはその改良であってもよい
。公知であるように、光ガイドの目的は、光源５１２よりもずっと大きい領域にわたって
、およびより詳しくは、実質的に、出力表面５１８によって形成された全領域にわたって
光源５１２からの光の均一な分布を提供することである。光ガイド５１６はさらに好まし
くは、小型の薄いパッケージにおいてこれらの課題を達成する。
【００９４】
　光源５１２は、光ガイド５１６の入力平面５２１にエッジ結合されるＣＣＦＬであって
もよく、ランプ反射体５１４は、ランプキャビティを形成する、光源５１２の周りを囲む
反射フィルムであってもよい。反射体５２４は、光ガイド５１６を支持し、効率的裏面反
射体、例えば、均等拡散または正反射フィルムまたは組合せであってもよい。
【００９５】
　エッジ結合光は、ＴＩＲによって閉じ込められて、入力平面５２１から端表面５２２の
方向に伝播する。前記光は、ＴＩＲのフラストレーションによって光ガイド５１６から抽
出される。光ガイド５１６内に閉じ込められた光線は、各々のＴＩＲバウンドによって、
くさび角度のために、上および下壁の平面に対するその入射角を増加させる。従って、最
終的に光は、ＴＩＲによってもう含有されないので、出力表面５１８および裏側の表面５
２０の各々から屈折する。裏側の表面５２０から屈折する光は、反射体５２４によって光
ガイド５１６の方向におよび主にそれを通して正反射または拡散反射される。第１の光方
向転換要素５２６は、好ましい視方向に略平行な方向に沿って出力表面５１８を出る光線
を方向変換するように配列される。好ましい視方向は出力表面５１８に垂直であってもよ
いが、より典型的に、出力表面５１８に対して或る角度をなしている。
【００９６】
　図１１に示されるように、第１の光方向転換要素５２６は光透過光学フィルムであり、
そこで出力表面５３０は略平面であり、入力平面５２８はプリズム５３８、５４０および
５４２の配列５３６と共に形成される。また、第２の光方向転換要素５３２は光透過フィ
ルム、例えば、ミネソタ州、セントポールの３Ｍカンパニーから入手可能な３Ｍ輝度向上
フィルム製品（ＢＥＦＩＩＩとして販売）などの輝度向上フィルムであってもよい。反射
偏光子５３４は、無機ポリマーコレステリック液晶反射偏光子またはフィルムであっても
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よい。適したフィルムは、共に３Ｍカンパニーから入手可能である３Ｍ拡散反射偏光子フ
ィルム製品（ＤＲＰＦとして販売）または正反射偏光子フィルム製品（ＤＢＥＦとして販
売）である。
【００９７】
　配列５３６内に、各プリズム５３８、５４０および５４２は、その各々の隣接プリズム
と比較した時に異なる側面の角度で形成されてもよい。すなわち、プリズム５４０は、プ
リズム５３８（角度ＡおよびＢ）、およびプリズム５４２（角度ＥおよびＦ）とは異なっ
た側面の角度（角度ＣおよびＤ）で形成されてもよい。図示されるように、プリズム５３
８は、角度ＡおよびＢの合計に等しいプリズム角度、すなわち、夾角を有する。同様に、
プリズム５４０は角度ＣおよびＤの合計に等しいプリズム角度を有するが、プリズム５４
２は角度ＥおよびＦの合計に等しいプリズム角度を有する。配列５３６は異なったプリズ
ム角度に基づいた３つの異なったプリズム構造体を備えるように示されるが、実質的に任
意の数の異なったプリズムを用いてもよいことは理解されるはずである。
【００９８】
　また、プリズム５３８、５４０および５４２は、共通のプリズム角度で、様々なプリズ
ムの向きで形成されてもよい。プリズム軸「ｌ」は、プリズム５３８について図１１に示
される。プリズム軸ｌは、プリズム５３８について示されるように、出力表面５３０に垂
直に配列されてもよく、またはプリズム５４０および５４２について、それぞれ、想像軸
（ｐｈａｎｔｏｍ　ａｘｅｓ）「ｌ+」および「ｌ-」によって示されるように光源の方向
にまたは光源から離れて出力表面に対して角度をなしていてもよい。
【００９９】
　プリズム５３８、５４０および５４２は、プリズムの規則的反復パターンまたはクラス
タ５４３において図１１に示されたように配列５３６内に配列されてもよく、配列５３６
は、同じプリズムに隣接した同じプリズムを有するように示されていないが、このような
構成も使用されてもよい。さらに、配列５３６内に、プリズム５３８、５４０および５４
２は、プリズム構成５３８などの第１のプリズム構成からプリズム構成５４０などの第２
のプリズム構成等に連続的に変化してもよい。例えば、プリズム構成は、第１のプリズム
構成から第２のプリズム構成に勾配をなして変化してもよい。あるいは、プリズムは、図
１１に示された構成と同様に、段階的に変化してもよい。各クラスタ５４３内に、プリズ
ムは、空間リプル周波数よりも小さいように選択される、プリズムピッチを有する。同様
に、クラスタは、規則的なクラスタピッチを有してもよい。プリズム配列は図１１に示さ
れるように対称的であってもよく、またはプリズム配列は非対称的であってもよい。
【０１００】
　図１１に示された配列５３６は対称的構成を有するプリズムを有するが、光方向転換要
素５２６’内に形成された図１２に示された配列５３６’などのプリズムの配列を用いて
もよい。次いで図１２を参照すると、配列５３６’において、プリズム５３８’は、例え
ば、角度Ｂ’に等しくない角度Ａ’を有する。同様にプリズム５４０’および５４２’に
ついて、角度Ｃ’は、角度Ａ’および角度Ｄ’に等しくなく、角度Ｅ’は、角度Ａ’、角
度Ｃ’または角度Ｆ’のどれにも等しくない。配列５３６’は有利には、予め決められた
角度の単一ダイアモンドカッティング用具を用いて、および異なるプリズム角度および対
称なプリズムを各々カット製造するための用具を傾斜して形成されてもよい。しかしなが
ら、単一カッティング用具の使用によって、プリズム角度は同じになる、すなわち、Ａ＋
Ｂ＝Ｃ＋Ｄ＝Ｅ＋Ｆであることは理解されよう。
【０１０１】
　わずか２つの異なったプリズム構成が配列５３６内で使用されてクラスタになって配列
されてもよいが、光ガイド５１６からの出力プロファイルの改良を行うために必要な数の
プリズムサイズを用いてもよいことは予想される。プリズムの側面の角度の変化の１つの
目的は、可変量の光パワーを第１の光方向転換要素５２６に広げ、付加することである。
プリズム５３８、５４０および５４２の様々な構成が光ガイドの入口開口の実質的に均一
なサンプリングを提供するのに役立ち、光ガイド５１６から抽出された光の不均一性を最
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小にする。最終結果は、光ガイド５１６の入口端５２１の特に付近のリプル効果の効果的
な最小化である。
【０１０２】
　以下の定義された用語について、異なった定義がクレームまたは本明細書のどこか他で
与えられない限り、これらの定義を適用するものとする。
【０１０３】
　用語「微細構造化」は、米国特許第４，５７６，８５０号明細書に定義および説明され
たように本明細書において用いられる。従って、それは、微細構造を有する物品の予め決
められた所望の実用目的または機能を示すかまたは特徴づける表面の構成を意味する。セ
ンターラインより上の表面プロファイルによって包含された面積の合計が前記ラインより
下の面積の合計に等しいように前記物品の表面の突起および窪みなどの不連続部分は、微
細構造にわたって引かれた平均センターラインからプロファイルにおいて外れ、前記ライ
ンは、物品の（微細構造を有する）公称表面に本質的に平行である。前記偏りの高さは、
典型的に、表面の代表的な特徴長さ、例えば、１～３０ｃｍにわたって光学または電子顕
微鏡によって測定されたとき、約＋／－０．００５～＋／－７５０ミクロンである。前記
平均センターラインは、ピアノ、凹形、凸形、非球面またはそれらの組合せであってもよ
い。前記偏りが低いオーダー、例えば、＋／－０．００５＋／－０．１または、好ましく
は、＋／－０．０５ミクロンであり、前記偏りが頻出しないかまたは最小の出現である、
すなわち、表面があらゆる有意な不連続部分を含有しない物品は微細構造を有する表面が
本質的に「平ら」または「平滑な」表面である物品であり、このような物品は、例えば、
眼科用レンズなど、精密光学要素または精密光学境界面を有する要素として有用である。
前記偏りが低いオーダーであり頻出する物品には、反射防止微細構造を有する物品がある
。前記偏りが高いオーダー、例えば、＋／－０．１～＋／－７５０ミクロンであり、同一
または異なっておりランダムにまたは規則的に離隔されるかまたは接触している複数の実
用的不連続部分を含む微細構造による物品は、再帰反射キューブ－コーナーシート材料、
リニアフレネルレンズ、ビデオディスクおよび輝度向上フィルムなどの物品である。微細
構造を有する表面は、前記低いおよび高いオーダーの両方の実用的不連続部分を含有する
ことができる。微細構造を有する表面は、その量またはタイプが前記物品の予め決められ
た所望の有用性を著しく妨げないかまたは悪影響を与えない限り、外来のまたは非実用的
不連続部分を含有してもよい。
【０１０４】
　再帰反射フィルムは一般に、その主面に垂直な軸を中心にしたシート材料の回転配向（
ｒｏｔａｔｉｏｎａｌ　ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）に関係なく比較的高い照射角（入口角
度）において入射光のかなりのパーセンテージを戻すことができる。キューブコーナー再
帰反射フィルムは、略平面基礎表面と、前記基礎表面の反対側の複数のキューブコーナー
要素を含む構造表面とを典型的に有する本体部分を備えることができる。各キューブコー
ナー要素は、単一基準点、または頂点において典型的に交わる３つの相互に略垂直な光学
面を備えることができる。キューブコーナー要素のベースは、光がそれを通してキューブ
コーナー要素中に伝達される開口として作用する。米国特許第５，８９８，５２３号明細
書に記載されているように、使用時に、シート材料の基礎表面上に入射する光は、シート
材料の基礎表面において屈折され、シート材料上に配置されたキューブコーナー要素の各
ベースを通して伝達され、３つの垂直なキューブコーナー光学面の各々から反射され、光
源の方向に方向転換される。
【０１０５】
　用語「ポリマー」は、ポリマー、コポリマー（例えば、２つ以上の異なったモノマーを
用いて形成されたポリマー）、オリゴマーおよびそれらの組合せ、ならびに例えば、同時
押出またはエステル交換などの反応によって混和性ブレンドに形成され得るポリマー、オ
リゴマー、またはコポリマーを含めるものとして理解される。特に指示しない限り、ブロ
ックコポリマーおよびランダムコポリマーの両方を含める。
【０１０６】



(22) JP 2008-533249 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

　用語「（メタ）アクリレート」は、アクリレートおよびメタクリレート化合物の両方を
指す。
【０１０７】
　用語「屈折率」は、自由空間における電磁放射線の速度の、その材料中の前記放射線の
速度に対する比であると理解される材料の絶対屈折率として本明細書において定義される
。前記屈折率は、公知の方法を用いて測定することができ、一般に、可視光線領域におい
てアッベ屈折計を用いて測定された。
【０１０８】
　本明細書において用語「ナノ粒子」は、約１００ｎｍより小さい直径を有する粒子（一
次粒子または結合一次粒子）を意味すると定義される。
【０１０９】
　本明細書中で用いられるとき、用語「結合粒子」は、凝結される、および／または凝集
される２つ以上の一次粒子の集まりを指す。
【０１１０】
　本明細書中で用いられるとき、用語「凝結」は、互いに化学結合していてもよい一次粒
子間の強い結合を説明する。より小さな粒子への凝結体の分解は達成が困難である。
【０１１１】
　本明細書中で用いられるとき、用語「凝集」は、電荷または極性によって一緒に保持さ
れる場合がありかつより小さな実体に分解されうる一次粒子の弱い結合を説明する。
【０１１２】
　用語「一次粒度」は、非結合単一粒子のサイズとして本明細書に記載される。
【０１１３】
　用語「ゾル」は、液相中のコロイド粒子の分散体または懸濁液として本明細書において
定義される。
【０１１４】
　用語「安定な分散体」は、コロイドナノ粒子が約２４時間などの或る時間、例えば室温
（約２０～２２℃．）、大気圧、および極電磁力がない周囲条件下で放置した後に凝集し
ない分散体として本明細書において定義される。
【０１１５】
　用語「ゲイン」は、輝度向上フィルムによるディスプレイの輝度の改良の尺度として本
明細書において定義され、光学材料の、また、輝度向上フィルムの幾何学的形状の性質で
ある。典型的に、ゲインが増加するとき、視角は減少する。改良されたゲインはバックラ
イトディスプレイの輝度の有効な増加をもたらすので、高ゲインは輝度向上フィルムのた
めに望ましい。
【０１１６】
　エンドポイントによる数の範囲の記載には、その範囲内に包括されたすべての数を含め
る（例えば、１～５には、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、および５を含
める）。
【０１１７】
　本明細書および添付された請求項において用いられるとき、単数形「ａ」、「ａｎ」、
および「ｔｈｅ」は、内容が明らかに要求しない限り複数の指示物を含める。従って、例
えば、「化合物（ａ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」を含有する組成物への言及は、２つ以上の化
合物の混合物を含める。本明細書および添付された請求項において用いられるとき、用語
「または」は一般に、内容が明らかに要求しない限り「および／または」を含めるその意
味において使用される。
【０１１８】
　特に記載しない限り、本明細書および請求項において用いられる、成分の量を表す全て
の数、性質などの測定値は、あらゆる場合において用語「約（ａｂｏｕｔ）」によって修
飾されるものとして理解されなければならない。
【０１１９】
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　本発明は、本明細書に記載された特定の実施例に限定されると考えられるべきでなく、
添付した請求項に明確に示されるような本発明の全ての態様にわたると理解されるべきで
ある。様々な改良、同等の方法、ならびに本発明が適用可能である多数の構造は、本明細
書を検討するとき当業者には容易に明らかとなろう。
【０１２０】
　表Ｉの以下の成分が実施例の有機成分の調製において使用された。
【０１２１】
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【表１】

【０１２２】
　２００４年１２月３０日に出願された米国特許出願第１１／０２７４２６号明細書に記
載されたように３つのＺｒＯ2ゾルを調製した。
【０１２３】
ＺｒＯ2ゾル１
　３８．５８ｇの酢酸イットリウム水和物（Ａｌｄｒｉｃｈ）を１５００ｇの酢酸ジルコ
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ニウム溶液（ＭＥＩ　Ｃｏｒｐ）に溶解し、溶液を一晩室温において、次いで４時間、９
０℃の強制空気炉内で乾燥させた。固体を十分な脱イオン水に溶解して１２．５％溶液を
生じた。２０６℃に加熱された油の槽中に浸漬された外径１／４インチのステンレス鋼管
の１００フィートを通してこれを８０ｍＬ／分の速度でポンプ輸送した。次にその流れを
氷／水槽中に浸漬された付加的な４０フィートの長さの管に送り、ストリームを冷却した
。背圧調節器を管の端部に置いて２６０～２９０ｐｓｉｇの出口圧力を維持した。この工
程の生成物は、白色固体の微細粒子の液体懸濁液であった。
【０１２４】
　液体懸濁液を回転蒸発を用いて固形分１４．５％に濃縮した。２０６℃に加熱された油
の槽中に浸漬された外径１／４インチのステンレス鋼管の１００フィートを通してこの濃
厚物を１０ｍＬ／分の速度でポンプ輸送した。次にその流れを氷／水槽中に浸漬された付
加的な４０フィートの長さの管に送り、ストリームを冷却した。背圧調節器を管の端部に
置いて２６０～２７０ｐｓｉｇの出口圧力を維持した。この工程の生成物は液体ゾル（固
形分１０．５％）であった。
【０１２５】
ＺｒＯ2ゾル２
　７９．５ｇの酢酸イットリウム水和物（Ａｌｄｒｉｃｈ）を３０００ｇの酢酸ジルコニ
ウム溶液（ＭＥＩ　Ｃｏｒｐ）に溶解し、溶液を一晩室温において、次いで４時間、９０
℃の強制空気炉内で乾燥させた。固体を十分な脱イオン水に溶解して１２．５％溶液を生
じた。２０６℃に加熱された油の槽中に浸漬された外径１／４インチのステンレス鋼管の
１００フィートを通してこれを８０ｍＬ／分の速度でポンプ輸送した。次にその流れを氷
／水槽中に浸漬された付加的な４０フィートの長さの管に送り、ストリームを冷却した。
背圧調節器を管の端部に置いて２５０～３１０ｐｓｉｇの出口圧力を維持した。この工程
の生成物は白色固体の微細粒子の液体懸濁液であった。
【０１２６】
　液体懸濁液を回転蒸発を用いて固形分約１８．５％に濃縮した。２０６℃に加熱された
油の槽中に浸漬された外径１／４インチのステンレス鋼管の１００フィートを通してこの
濃厚物を１５ｍＬ／分の速度でポンプ輸送した。次にその流れを氷／水槽中に浸漬された
付加的な４０フィートの長さの管に送り、ストリームを冷却した。背圧調節器を管の端部
に置いて２３０～３４０ｐｓｉｇの出口圧力を維持した。この工程の生成物は液体ゾルで
あった。ゾルを回転蒸発によってさらに濃縮して固形分４０．４７％の最終物を生じた。
【０１２７】
　ＺｒＯ2ゾル３を同じ方法で製造することができ、固形分４５．７８％を有するゾルを
生じる。
【０１２８】
　３つのＺｒＯ2ゾルを以下のＺｒＯ2試験方法によって試験した。
【０１２９】
光子相関分光法（ＰＣＳ）
　マルバーン（Ｍａｌｖｅｒｎ）シリーズ４７００粒度アナライザ（マサチューセッツ州
、サウスバーロウのマルバーン・インストルメンツ社（Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ　Ｉｎｃ．，Ｓｏｕｔｈｂｏｒｏｕｇｈ，ＭＡ）から入手可能）を用いて光子相
関分光法（ＰＣＳ）によって体積－平均粒度を定量した。希釈ジルコニアゾル試料をシリ
ンジによって適用された圧力を用いて０．２μｍフィルターを通してガラスキュベット中
に濾過し、次いで覆った。データ獲得を開始する前に試料チャンバの温度を２５℃に平衡
させた。供給されたソフトウェアを用いて９０度の角度でＣＯＮＴＩＮ分析を行った。Ｃ
ＯＮＴＩＮは、Ｓ．Ｗ．Ｐｒｏｖｅｎｃｈｅｒ、Ｃｏｍｐｕｔ．Ｐｈｙｓ．Ｃｏｍｍｕｎ
．、２７、２２９（１９８２年）にさらに記載されている一般的逆変換問題を分析するた
めの広範囲に使用された数学的方法である。分析は、２４のデータビンを用いて行われた
。以下の値を計算において用いた：１．３３３に等しい水の屈折率、０．８９０センチポ
アズに等しい水の粘度、および１．９に等しいジルコニア粒子の屈折率。
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【０１３０】
　２つの粒度測定をＰＣＳデータに基づいて計算した。ナノメートル単位で記録された強
度－平均粒度は、散乱光強度分布の平均値に相当する粒子のサイズに等しかった。散乱光
強度は、粒子の直径の７乗に比例した。同じくナノメートル単位で記録された体積－平均
粒度は、ジルコニア粒子の屈折率と分散媒（すなわち、水）の屈折率との両方を考慮に入
れる散乱光強度分布から計算された体積分布から得られた。体積－平均粒度は、体積分布
の平均に相当する粒度に等しかった。
【０１３１】
　強度－平均粒度を体積－平均粒度によって割り、粒度分布を示す比を提供する。
【０１３２】
結晶構造およびサイズ（ＸＲＤ分析）
　乾燥されたジルコニア試料の粒度を瑪瑙乳鉢と乳棒を用いて手作業による粉砕で低減し
た。試料の多めの量を、両面塗布テープの一部が付着されたガラス顕微鏡スライドにへら
で適用した。試料をへらの刃でテープに当てることによって試料をテープ上の接着剤に押
し付けた。過剰な試料を除去するために試料の領域をへらの刃の縁で掻き取り、接着剤に
付着された粒子の薄い層を残した。掻き取りの後に残っているゆるく付着した材料を除去
するために、顕微鏡スライドを硬質表面に当てて強く叩いた。同様な方法で、コランダム
（インディアナ州、インディアナポリスのユニオン・カーバイド（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂ
ｉｄｅ，Ｉｎｄｉａｎａｐｏｌｉｓ，　ＩＮ）製のリンデ（Ｌｉｎｄｅ）１．０μｍアル
ミナ磨き粉、ロット番号Ｃ０６２）を調製し、計器上の広がりについて回折計を較正する
ために使用した。
【０１３３】
　Ｘ線回折走査は、反射幾何学、銅Ｋα放射線、および散乱放射線の比例検出器レジスト
リを有するフィリップス（Ｐｈｉｌｉｐｓ）垂直回折計を用いて得られた。回折計に可変
入射ビームスリット、一定回折ビームスリット、および黒鉛回折ビームモノクロメータを
取り付けた。０．０４度のステップサイズおよび８秒の停滞時間を用いてサーベイスキャ
ンを２５～５５度の２シータ（２θ）から行った。４５ｋＶおよび３５ｍＡのＸ線発生装
置設定値を使用した。コランダム標準のデータ収集をいくつかの単独コランダムマウント
の３つの別個の領域上で行った。データを薄層試料マウントの３つの別個の領域上で行っ
た。
【０１３４】
　観察された回折ピークは、回折データのための国際センター（ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎａ
ｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｄｉｆｆｒａｃｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）（ＩＣＤＤ
）粉末回折データベース（セット１～４７、ペンシルベニア州、ニュートン・スクエアの
ＩＣＤＤ）に含まれる基準回折パターンと比較して同定され、ジルコニアの立方晶／正方
晶（Ｃ／Ｔ）または単斜晶（Ｍ）の形に帰された。立方晶相の（１１１）ピークと正方晶
相の（１０１）ピークとを分けることはできず、これらの相は一緒に記録される。各々の
ジルコニアの形の量を相対的な基準で測定し、最も強い回折ピークを有するジルコニアの
形に、１００の相対強度の値を与えた。残存している結晶ジルコニア形の最も強いライン
を、最強ラインに対して一定率で決め、１～１００の値を与えた。
【０１３５】
　コランダムによる観察された回折最大値のピーク幅をプロファイルフィッティングによ
って測定した。平均コランダムピーク幅とコランダムピーク位置（２θ）との間の関係を
確認するために、これらのデータに多項式を当てはめ、コランダム試験の範囲内で何れか
のピーク位置で計器幅を計算するために用いた連続関数をつくった。ジルコニアによる観
察された回折最大値のピーク幅を、観察された回折のピークをプロファイルフィッティン
グすることによって測定した。
以下のピーク幅を、存在していることがわかったジルコニア相によって測定した。
　　　立方晶／正方晶（Ｃ／Ｔ）：（１１１）
　　　単斜晶（Ｍ）：（－１１１）、及び（１１１）
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Ｋα1およびＫα2波長成分が説明されるピアソンＶＩＩピーク形状モデル、及び線形バッ
クグラウンドを全ての場合において用いた。幅は、度の単位を有するピークの半値全幅（
ＦＷＨＭ）とされた。プロファイルフィッティングは、ＪＡＤＥ回折ソフトウェア一式の
能力を用いて達成された。試料ピーク幅を、同じ薄層試料マウントについて得られた３つ
の別個のデータ収集について計算した。
【０１３６】
　試料のピークを、コランダム計器較正からの計器幅値の補間によって計器による広がり
について補正し、補正したピーク幅をラジアンの単位に変換した。Ｓｃｈｅｒｒｅｒの式
を用いて一次結晶サイズを計算した。
　　　微結晶のサイズ（Ｄ）＝Ｋλ／β（ｃｏｓθ）
Ｓｃｈｅｒｒｅｒの式中、
　Ｋ＝形状因子（ここでは０．９）、
　λ＝波長（１．５４０５９８Å）、
　β＝計器による広がりの補正後のピーク幅の計算値（ラジアン単位）＝［ピークＦＷＨ
Ｍの計算値－計器幅］（ラジアンに変換された）、ここでＦＷＨＭは半値全幅である。及
び
　θ＝１／２ピーク位置（散乱角）。
【０１３７】
　立方晶／正方晶微結晶のサイズを（１１１）ピークを用いて３つの測定の平均として測
定した。
　立方晶／正方晶の平均微結晶サイズ＝
［Ｄ（１１１）（面積1）＋Ｄ（１１１）（面積2）＋Ｄ（１１１）（面積3）］／３
【０１３８】
　単斜晶微結晶のサイズを（－１１１）ピークを用いる３つの測定および（１１１）ピー
クを用いる３つの測定の平均として測定した。
　単斜晶平均微結晶サイズ＝
［Ｄ（－１１１）（面積1）＋Ｄ（－１１１）（面積2）＋Ｄ（－１１１）（面積3）＋
Ｄ（１１１）（面積1）＋Ｄ（１１１）（面積2）＋Ｄ（１１１）（面積3）］／６
【０１３９】
　立方晶／正方晶（Ｃ／Ｔ）および単斜晶相（Ｍ）の重み付き平均を計算した。
　重み付き平均＝［（％Ｃ／Ｔ）（Ｃ／Ｔのサイズ）＋（％Ｍ）（Ｍのサイズ）］／１０
０
この式において、
　％Ｃ／Ｔ＝ＺｒＯ2粒子の立方晶及び正方晶の微結晶含有量によって寄与された結晶性
のパーセント、
　Ｃ／Ｔのサイズ＝立方晶及び正方晶の微結晶のサイズ、
　％Ｍ＝ＺｒＯ2粒子の単斜晶の微結晶含有量によって寄与された結晶性のパーセント、
及びＭのサイズ＝単斜晶微結晶のサイズ。
【０１４０】
分散体指数
　分散体指数は、ＰＣＳによって測定された体積－平均サイズをＸＲＤによって測定され
た重み付き平均微結晶サイズで割った値に等しい。
【０１４１】
固形分の重量パーセント
　固形分の重量パーセントは、３～６グラムの重さの試料を３０分間１２０℃において乾
燥させることによって定量された。固形分のパーセントは、以下の式を用いて湿潤試料の
重量（すなわち、乾燥する前の重量、重量（湿潤））および乾燥試料の重量（すなわち、
乾燥した後の重量、重量（乾燥））から計算することができる。
　　　固形分の重量％＝１００（重量（乾燥））／重量（湿潤）

【０１４２】
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　結果を以下のように表２および３に示す。
【０１４３】
【表２】

【０１４４】

【表３】

【実施例】
【０１４５】
実施例１
　ＺｒＯ2ゾル１を約１２時間透析して（アルドリッチ（Ａｌｄｒｉｃｈ）から入手可能
なシグマ２５０－７Ｕ　ＭＷＣＯ　＞１２，０００）、固形分１０．９３％の安定なゾル
を生じた。透析されたＺｒＯ2ゾル１（４３５．０１ｇ）およびＭＥＥＡＡ（９．８５ｇ
）を１リットルの丸底フラスコに入れ、回転蒸発によって濃縮した。次に、イソプロパノ
ール（３０ｇ）およびＮＳＥＡ（３５．００ｇ）を濃縮ゾルに添加した。次に、分散体を
回転蒸発によって濃縮した。ＺｒＯ2充填ＮＳＥＡは１．６７４の屈折率を有し、４８．
８３％のＺｒＯ2であった。０．３９ｇのＴＰＯ－Ｌを４０．０９ｇの濃縮分散体に添加
した。この混合物１０．０３ｇに、０．９８ｇのＳＲ３５１を添加した。
【０１４６】
実施例２
　ＺｒＯ2ゾル１を約１２時間透析して（アルドリッチから入手可能なシグマ２５０－７
Ｕ　ＭＷＣＯ＞１２，０００）、固形分１０．９３％の安定なゾルを生じた。透析された
ＺｒＯ2ゾル１（４３７．０２ｇ）およびＭＥＥＡＡ（１０ｇ）を１リットルの丸底フラ
スコに入れた。水および酢酸を回転蒸発によって除去した。このように得られた粉末を脱
イオン水中に再分散させた。分散体は２１．４５重量％のＺｒＯ2であった。水性ＺｒＯ2

ゾル（２０６．５ｇ）をジャーに入れ、攪拌しながら、３００ｇの１－メトキシ－２－プ
ロパノール、９．８９ｇのＡ１７４、６．６４ｇのシルクエストＡ－１２３０を添加した
。次に、この混合物を１Ｌのジャー中に注ぎ、封止し、３時間９０℃に加熱した。ジャー
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の内容物を除去し、回転蒸発によって約２５．４重量％のＺｒＯ2に濃縮した。脱イオン
水（４５０ｇ）および濃アンモニア水（２９％ＮＨ４ＯＨ）（１３．９ｇ）を１Ｌのビー
カーに入れた。濃縮ＺｒＯ2分散体をビーカーに攪拌しながらゆっくりと添加した。この
ように得られた白色沈殿物を真空濾過によって単離し、付加的な脱イオン水で洗浄した。
湿った固体を１－メトキシ－２－プロパノール中に分散させた。得られたシラン改質ジル
コニアゾルは、２０．５３重量％の固形分および１７．４４重量％のＺｒＯ2を含有した
。
【０１４７】
　シラン改質ＺｒＯ2ゾル（１１７．０３ｇ）、ＰＥＡ（１５．１２ｇ）、ＨＤＤＡ（１
．６８ｇ）およびプロスタブ（Ｐｒｏｓｔａｂ）５１９８の５％水溶液（０．１３ｇ）を
丸底フラスコに添加した。水および１－メトキシ－２－プロパノールを回転蒸発によって
除去した。ＺｒＯ2充填樹脂は１．５８４の屈折率を有し、４７％のＺｒＯ2であった。
【０１４８】
実施例３
　ＺｒＯ2ゾル２を約４．５時間透析して（ＶＷＲから入手可能なスペクトラ／ポー・メ
ンブラン（Ｓｐｅｔｒａ／Ｐｏｒ　Ｍｅｍｂｒａｎｅ）ＭＷＣＯ１２～１４，０００）、
固形分３３．８５％の安定なゾルを生じた。透析されたＺｒＯ2ゾル２（５３．１３ｇ）
、ＭＥＥＡＡ（１．５９ｇ）、ＢＣＥＡ（１．１４ｇ）、１－メトキシ－２－プロパノー
ル（１３３ｇ）、ＮＳＥＡ（７．０９ｇ）およびＴＭＰＴＡ（０．９７ｇ）を丸底フラス
コに入れ、回転蒸発によって濃縮した。ＺｒＯ2含有樹脂は５８．５７％のＺｒＯ2であり
、１．６８２の屈折率を有した。ＺｒＯ2含有樹脂（２１．９４ｇ）およびＴＰＯ－Ｌ（
０．０９ｇ）を一緒に混合した。
【０１４９】
実施例４
　ＺｒＯ2ゾル２を約４．５時間透析して（ＶＷＲから入手可能なスペクトラ／ポー・メ
ンブランＭＷＣＯ１２～１４，０００）、固形分３３．８５％の安定なゾルを生じた。透
析されたＺｒＯ2ゾル２（１０９．９０ｇ）、ＭＥＥＡＡ（３．２８ｇ）、ＢＣＥＡ（２
．３６ｇ）、１－メトキシ－２－プロパノール（２００ｇ）、ＮＯＥＡ（１４．６８ｇ）
およびＴＭＰＴＡ（２．００ｇ）を１リットルの丸底フラスコに入れ、回転蒸発によって
濃縮した。ＺｒＯ2含有樹脂は５７．２２％のＺｒＯ2であり、１．６６１の屈折率を有し
た。ＺｒＯ2含有樹脂（２９．４７ｇ）およびＴＰＯ－Ｌ（０．１３ｇ）を一緒に混合し
た。
【０１５０】
実施例５
　ＺｒＯ2ゾル２を約４．５時間透析して（ＶＷＲから入手可能なスペクトラ／ポー・メ
ンブランＭＷＣＯ１２～１４，０００）、固形分３３．８５％の安定なゾルを生じた。透
析されたＺｒＯ2ゾル２（１４４．０２ｇ）、ＭＥＥＡＡ（４．３０ｇ）、ＢＣＥＡ（３
．０９ｇ）、１－メトキシ－２－プロパノール（３００ｇ）、ＮＯＥＡ（１０．２２ｇ）
、ＴＭＰＴＡ（４．３８ｇ）、ＢＲ３１（２１．８９ｇ）およびプロスタブ５１９８の５
％水溶液（０．３ｇ）を丸底フラスコに入れ、アルコールおよび水を回転蒸発によって除
去した。ＺｒＯ2含有樹脂は４６．９７％のＺｒＯ2であり、１．６３６の屈折率を有した
。ＺｒＯ2含有樹脂（４９．０３ｇ）およびＴＰＯ－Ｌ（０．２６ｇ）を一緒に混合した
。
【０１５１】
実施例６
　ＺｒＯ2ゾル３（１００．００ｇ）、ＭＥＥＡＡ（４．４４ｇ）、ＢＣＥＡ（２．１３
ｇ）、１－メトキシ－２－プロパノール（１１５ｇ）、ＰＥＡ／ＢＲ３１の５０／５０配
合物（２９．７８ｇ）およびプロスタブ５１９８の５％水溶液（０．１２ｇ）を丸底フラ
スコに入れ、アルコールおよび水を回転蒸発によって除去した。ＺｒＯ2含有樹脂は約５
３．３％のＺｒＯ2であり、１．６４２の屈折率を有した。０．４７ｐｐｈのＴＰＯ－Ｌ
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を上記の混合物に添加した。
【０１５２】
実施例７
　ＺｒＯ2ゾル３（２００ｇ）、ＭＥＥＡＡ（８．８１ｇ）、ＢＣＥＡ（４．２２ｇ）、
１－メトキシ－２－プロパノール（２３０ｇ）、ＢＲ３１／ＰＥＡ／ＴＭＰＴＡの３８／
５０／１２配合物（５９．１ｇ）、およびプロスタブ５１９８の５％水溶液（０．２４ｇ
）を丸底フラスコに入れ、アルコールおよび水を回転蒸発によって除去した。ＺｒＯ2含
有樹脂は５２．３１％のＺｒＯ2であり、１．６３８の屈折率を有した。ＺｒＯ2充填樹脂
（１１６ｇ）およびＴＰＯ－Ｌ（０．５５ｇ）を一緒に混合した。
【０１５３】
　全ての実施例の有機成分ならびに全ての実施例の重合性組成物は、２重量％未満の溶剤
含有量を有する。実施例において使用された全ての有機成分は、５０℃において１００ｃ
ｐｓより小さい粘度を有する。実施例において使用された全ての有機成分は、有機成分が
２５℃において均質な混合物であるならば、２５℃において１０００ｃｐｓより小さい粘
度を有する。実施例の全ての重合性組成物（すなわち、ナノ粒子を含める）は、５０℃に
おいて１０００ｃｐｓより小さい粘度を有する。
【０１５４】
　３組の実験において、重合性樹脂組成物を、プリズムの面の傾きによって画定される９
０°の頂角を有するマスター用具を用いて輝度向上フィルムに作製した。
【０１５５】
　第１の組の実験において、隣接した頂端の間の平均距離は約５０マイクロメートルであ
り、プリズムの頂端は鋭く、プリズムは、３Ｍカンパニーによって商品名「ビキュイティ
（Ｖｉｋｕｉｔｉ）ＢＥＦ　ＩＩＩ９０／５０フィルム」として販売された輝度向上フィ
ルムに似てそれらの長さに沿って高さが変化した。
【０１５６】
　第２および第３の組の実験において、隣接した頂端の間の平均距離は約２４マイクロメ
ートルであり、プリズム頂端の頂端は鋭かった。
【０１５７】
　各々の実験のために重合性樹脂組成物を約５０℃の温度に加熱し、連続フィルムを形成
するために十分な体積においてマスター用具上に注いだ。マスター用具および重合性樹脂
をコーティングバーデバイスによって引っ張り、第１の組の実験において約２５ミクロン
および第２および第３の組の実験において約１３ミクロンの重合性樹脂の厚さを形成した
。コーティングした後、実験１については５ミルのＰＥＴフィルムを重合性樹脂上に積層
した。２ミルのＰＥＴフィルムを実験２のために用い、３Ｍカンパニーから商品名「ビキ
ュイティＤＢＥＦ－Ｐ」として市販されているものと実質的に同じ反射偏光子を実験３の
ために用いた。次に、マスター用具、重合性樹脂、およびＰＥＴまたは反射偏光子フィル
ムを紫外線硬化装置内に置き、３０００ミリジュール／ｃｍ2において露光した。硬化し
た後、重合された樹脂およびＰＥＴをマスター用具から剥離した。
【０１５８】
　得られた輝度向上フィルムのゲインをカリフォルニア州、チャッツワースのフォト・リ
サーチ社（Ｐｈｏｔｏ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ，Ｃｈａｔｓｗｏｒｔｈ，ＣＡ）から
入手可能なスペクトラスキャン（ＳｐｅｃｔｒａＳｃａｎ）（登録商標）ＰＲ－６５０ス
ペクトラカラリメーター（ＳｐｅｃｔｒａＣｏｌｏｒｉｍｅｔｅｒ）で測定した。以下の
各実施例のためのこの方法の結果は、以下の結果の部分に記載される。単一シートゲイン
（すなわち「ＳＳ」）を測定するためにフィルム試料を切り分け、プリズムの溝がテフロ
ン（登録商標）光キューブの前面に平行であるように、フォスター（Ｆｏｓｔｅｒ）ＤＣ
Ｒ　ＩＩ光源を用いて光パイプ経由で照明されるテフロン（登録商標）（Ｔｅｆｌｏｎ）
光キューブ上に置いた。交差シートゲイン（すなわち「ＸＳ」）のために同じ材料の第２
のシートを第１のシートの下に置き、第２のシートの溝がテフロン（登録商標）光キュー
ブの前面に垂直であるように方向付けした。
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【０１５９】
　結果を以下の表ＩＶに記載する。
【０１６０】
【表４】

【０１６１】
実施例８
　３Ｍカンパニーから商品名「ビキュイティＴ－ＢＥＦ」として市販されている輝度向上
フィルムを、第２のシートの溝がテフロン（登録商標）光キューブの前面に垂直であるよ
うに、実験３によって調製された実施例６と同じ組成を有する輝度向上フィルムの下に置
いた。実験３によって調製された実施例６の単一シートゲインは２．５１９であった。「
ビキュイティＴ－ＢＥＦ」と組み合わせられたこのシートのゲインは３．１４３であった
。
【図面の簡単な説明】
【０１６２】
【図１】バックライト式液晶ディスプレイにおいての本発明の実例となる微細構造化物品
の略図である。
【図２】微細構造化表面を有する実例となる重合構造体の斜視図である。
【図３】様々な高さのプリズム要素を有する実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図４】様々な高さのプリズム要素を有する実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図５】実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図６】プリズム要素が異なった高さであり、それらのベースを異なった平面に有する、
実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図７】実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図８】実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図９】実例となる微細構造化物品の断面図である。
【図１０】転向フィルムを備える照明デバイスの略図である。
【図１１】転向フィルムの断面図である。
【図１２】別の転向フィルムの断面図である。
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